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　有名ブランド『アレグリア』を有する香水メーカー――ミクリヤコーポレーション企画開発室で、室長秘書の大城おおしろ真優まゆはぽかんとした表情を浮かべていた。

「え、っと……室長？　今なんて仰いました」

「だから、大城さんのことを兄貴――社長付きの秘書に推薦しようと思ってさ」

　柔和な微笑みを浮かべているのは、ミクリヤコーポレーションの開発室室長、御厨みくりや晶あきらだ。

　創業者一族の出身でありながら、自身もパフューマーとしてフランスに留学して現場の第一線で活躍している彼は、年よりも若く見られがちな笑顔を真優の方に向けている。

「兄貴、こっちに帰ってきたばっかりで忙しないし……あれで結構私生活が適当な人間だからさ。大城さんだったらオレも自信持って推薦できるし、どうかな」

「でっ、できません！」

　明るい茶髪と、Ｖネックのシャツを着た晶は一見して大企業の役員には見えない。

　だが、彼が高い実力を有するパフューマーであること、そして自分が理想とする香水の開発に全力を注いでいるのは、真優もよく知っている。

　ともすれば研究に熱中しがちな晶の業務をサポートすることが、新卒で秘書課に配属された真優の仕事だった。人気ブランドであるアレグリアの根幹を担うその仕事に、彼女は誇りを持って臨んできたのだ。

　それが、ある日の朝出社すると、急に社長秘書にならないかとの相談を受けてしまった。

「えー、なんで？　正直、兄貴は結構自由にやらせてくれるだろうし……オレの秘書より数倍やりやすいと思うよ？　もう入社五年目だし、ダメって言う人も少ないと思うけど」

「だって、社長って――いきなりそんなことを言われても……わたしでは力量不足です」

　ロングの黒髪を揺らして、真優はスカートをきゅっと握りしめた。突然降って湧いた話に、頭がすっかり混乱してしまっている。

「またまたご謙遜。この前の雑誌インタビューとか、段取り全部大城さんがやってくれたじゃない。オレも兄貴もあぁいうの苦手だからさ、そこのところの気遣いとか、ちょっとした調整とかの能力を買ってるんだ」

　ミクリヤコーポレーションは、つい数ヶ月前に社長が代替わりしたばかりだ。

　前社長が腰の手術を行い、今まで通りの仕事ができなくなってしまったとの理由でその息子――晶の兄である御厨みくりや千景ちかげに社長の座を譲り渡した。

　元々上海支社の支社長をしていた千景は数年ぶりに日本に戻ってきたのだが、ミクリヤ本社の仕事に慣れるために忙殺される日々を過ごしているのだという。

「そりゃあ、大城さんがいなくなったらオレも大変だよ。君は開発室にとってなくてはならない人材だと思ってる。ウチは多少偏ってるっていうか、研究者気質の人間が多いだろ？」

「それは……はい」

　開発室の主要メンバーを頭に思い浮かべた真優は、曖昧な笑みを浮かべて頷いた。

　花形である販売部門や営業部とは違い、晶が指揮を執る企画開発室はややクセモノが多い。

　企画、と名前はついているが、その実香水の研究に没頭しがちな調香師たちを多く抱えているため、他の部署とはやや趣が異なっていた。

「開発室は個性的なメンバーばっかりだから、そこで折衝できる大城さんにはすごく助けられた……けど、ミクリヤの執行役員としてのオレは、もっと君の能力を活かせるところで働いてほしいとも考えてる。そして、それが一番やりやすいのは間違いなく兄貴のところだ」

　ラフな見た目やフランクな喋り方から軽薄に思われがちだが、晶の観察力はすさまじいものがある。香水の開発者として人間観察が趣味だと公言している彼の言葉に、思わず真優は背筋を伸ばした。

「わたしの能力、ですか」

「あぁ。秘書課のメンバーをそれぞれ比較してオレが判断した。勤続年数とかで見るとまだ大城さんは若いけど、総合的な能力とか、兄貴の性格との相性を考慮した結果だよ」

　そう言って、晶はじっと真優の目を見つめてきた。

　新卒でミクリヤコーポレーションに入社してから、晶にはずっと世話になり続けていた。右も左もわからずにミスを連発したときも、彼は笑ってそのフォローをしてくれたのだ。

　そんな彼に、社長秘書として推薦してもらえたのは素直に嬉しい。

「どうかな。……この話、受けてもらえると嬉しいんだけれど」

　再びそう尋ねられたとき、真優は深く考え込むように黙り込んだ。

（社長付きの秘書だなんてできるかわからないけど――室長がわざわざ推薦してくれるっていうのは、とっても嬉しいし……）

　社長室付きの秘書という仕事に不安はあるが、尊敬する上司でもある晶に報いたいという気持ちと、自分がどこまで期待された仕事をできるのかという好奇心に背中を押されて、真優はゆっくりと頭を下げた。

「――や、やります。推薦していただけるなら、是非！」

「よかった！　じゃあ、さっそく手続きの方を進めておくね。それと……今日は兄貴も時間があるはずだから、辞令が出る前に挨拶に行ってきたらいいかも」

「社長にご挨拶、ですか。いいんですか？　そんなにいきなり……」

「問題ないよ。オレから連絡しておくし、兄貴がダメって言うわけないから」

「わ、わかりました。それでは、この後社長にご挨拶にいってきます」

　御厨兄弟の仲が良いのは、弟である晶の口ぶりからもよくわかった。

　現場第一主義の晶と、経営側で会社の舵を切る兄の千景は、正反対の性格をしているように見えてとても似ていることを真優は知っている。

（顔立ちもあまり似てないけど……ふとした時の仕種とかが似てるのよね）

　開発室を出て、オフィスビルの正反対の場所にある社長室に向かいながら、真優はふとそんなことを思った。

　真優がはじめて御厨千景に出会ったのは、一年ほど前のことだ。

　ミクリヤコーポレーションの創業五十周年式典で、上海支社の支社長として出席をしていた。

（背が高くて、結構コワモテだと思ったけど……あれって、裸眼だったからかなぁ。眼鏡を掛けると、社長って案外印象が変わるのよね）

　人懐っこい笑顔と柔らかい口調が特徴的で、人と距離を詰めるのがうまい晶と対照的に、千景はどちらかといえば冷静沈着といった言葉が似合う、どこか近寄りがたい雰囲気を持った男性だった。

「あの時は本当にご挨拶程度だったけど……本当に大丈夫なのかな」

　晶の秘書として創業式典に出席した時は、互いに挨拶を交すだけだった。千景が本社の社長として日本に戻ってきてからも、彼に直接話しかけたことは少ない。

　とはいえ、これから千景とは一緒に仕事をすることになる――社長室の前についた真優は、扉を二度ノックした。

「失礼します、秘書課の大城です」

　社長が代替わりしてから、社長室専属の秘書は存在しない。

　先代社長の時代は秘書課の課長である柘植つげが専属でついていたのだが、彼もつい最近定年退職してしまった。

　今は必要に応じて秘書課から人員を割いている状況だったが、今日は予定が少ないということもあり、秘書ではなく千景本人の声がドアの向こうから聞こえてきた。

「……入ってくれ」

「はい、失礼いたします」

　ミクリヤコーポレーション社長室は、秘書が仕事をおこなう秘書室と、千景が書類仕事をする執務室、来客対応や取材を受けるための応接室で構成されている。

　そろそろと部屋の中に足を踏み入れると、きっちりとスーツを着こなした千景が執務室の椅子に腰掛けていた。

「晶から話は聞いているだろう。異動の件だが――無理を言ってすまなかった。そろそろ専属で秘書がほしいと、先日食事をしながら話をしていたんだ」

　黒髪を几帳面に切りそろえて銀縁の眼鏡をかけた千景は、ゆっくりとした口調で真優に話しかけてきた。

　もっと硬質な声をしているかと思ったが、案外声音は優しく、俳優と見紛いそうなほど秀麗な顔立ちと相まって独特の雰囲気を纏っていた。

「あの、社長……このような事を言っていいのかはわかりませんが」

「うん？　なにか意見や質問があるなら、遠慮なく聞かせてくれ。実際に俺の元で働いてくれる人の意見は、できるだけ尊重したい」

　鷹揚に頷いた千景に、真優は率直な不安をぶつけることにした。

「……本当に、わたしで大丈夫なのでしょうか。新卒からずっと企画開発部にいたため、それ以外の領域は専門とは言えません」

「あなたならばどこの部署でも心配ないと、晶からお墨付きをもらっている。企画開発室では人員配置や作業効率化について、晶の手助けをしてくれているそうじゃないか」

　しっとりとした漆黒の両目がじっとこちらを見つめてくるのが、少しこそばゆい。

　それにしても、晶は随分と真優のことを褒めちぎってくれていたらしい。手放しの称賛に顔が熱くなるのを感じながら、真優は「いえ」と首を振った。

「室長……いえ、晶さんがそんなことを？」

　部下のことを褒めて伸ばすのは晶の育成方針ではあるが、そこまで褒めちぎられると逆に照れてしまう。

　兄の元でもうまくやれるようにとの晶の気遣いに顔を赤くする真優を見て、千景がふと首を傾げた。

「晶のことを、名前で呼ぶのか」

「え？　あ、あぁ――申し訳ありません。室長とお呼びするのはなにか違うと思ったのですが、御厨さん、とお呼びするのも……」

　一族経営の企業ということもあり、主要な役員の中に「御厨」の姓を持つ人間は複数在籍している。

　今までは晶のこともただ「室長」と呼んでいた。

　だが、晶は千景の実弟だ。名字が同じ「御厨」なので晶の方を名前で呼んでみたのだが、彼はそれに納得していないらしい。

「今後は、御厨室長とお呼びするようにしますね」

「あなたが呼びやすい方で構わないが……まぁ、対外的にはそちらの方が無難だろう」

　小さく笑うと、千景は何枚かの書類を取りだして真優に手渡してきた。

「さて、今後辞令が出次第、大城さんには社長室専属になってもらうことになる。俺も本社の仕事にようやく慣れたところだし、親父が残した仕事はあらかた片付けてきたつもりだ」

　手渡された書類に目を落とすと、そこには千景の基本的なスケジュールと仕事内容が印刷されてあった。

「今週はそれを見てもらって、少しスケジュールを組み直してほしい。それが終わったら、一緒に今後の仕事の進め方を相談させてくれ」

「はい――これは、社長が作ってくださったんですか？」

「あぁ、簡潔にまとめただけで見づらいとは思うが、あとで別の資料も君の社内アドレスに送っておく。そっちも合わせて確認してくれ」

　生真面目に頷いた千景に、真優もまたこくりと首を振った。

　人事部から辞令が出るのは早くて週末なので、それまでは秘書課に戻って資料の確認作業に当てられそうだ。

「わかりました。社長、これからどうぞよろしくお願いします」

「あぁ、そうだな。俺はこの通り、晶ほど面白みがある男ではないが……あなたが来てくれて本当に助かる。これから、よろしく頼む」

　微笑みを返してくれる千景に頭を下げて、真優は仕事に対する決意を新たにするのだった。
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「それでは、創業五十周年の大転機を迎えたミクリヤコーポレーションの、これからの経営戦略を教えていただけますか」

　カメラのシャッターを切る軽快な音が、何度か千景に向かって鳴り響いた。

　真優が千景の秘書となって三ヶ月、彼は精力的にメディアへの露出を行っており、今も経済誌の取材のためにあるスタジオを訪れていた。

「そうですね、『アレグリア』はありがたいことに、皆さんから好評をいただいている弊社の看板ブランドです。ですが、一方で高級路線を謳っていることもあり、学生さんや若い方だと手が出しにくいという話も聞きます」

　進行を務める編集者によどみなく答えを返していく千景を、真優は少し離れた場所で眺めていた。

　最初は慣れない社長秘書としての仕事に四苦八苦していたが、前任者の柘植が残してくれた業務マニュアルを確認したり千景との相談を重ねたりしながら、なんとか日々の業務をこなしている。

（御厨室長にも、あれから色々お世話になったし）

　真優のことを社長秘書に推薦してくれた晶も、兄のルーティンを教えてくれるなど、折に触れて真優のことを気にかけてくれている。

（社長、かっこいいなぁ……って、仕事中にこんなこと考えちゃダメなのに――）

　それにこの三ヶ月で、真優にもある変化があった。実は恋人と別れて、しばらくフリーの生活を楽しんでいたのだが――仕事で時間を共有しているうちに、次第に千景に対してただの尊敬よりも一歩踏み込んだ感情を抱いてしまうようになっていた。

「ミクリヤの構築した世界観は、大きな変革を求められています。もちろん、ユーザーの皆様から求められる根底は変えず、いかにして新たなビジネスモデル、新ブランドなどを展開していくか……ここについては、これからに期待をしていただきたいとしか言えません」

　聞きやすい声と語り口で、千景はミクリヤコーポレーションの今後の展望について語る。

　背筋を伸ばしたその姿は凜としていて、真優は知らずのうちにその姿に目を奪われていた。

　恋心を自覚したのは、つい最近のことだ。

　上海支社での実績があるとはいえ、千景はまだ若い。そんな彼が本社の社長に就任することに、社内では不安を感じるという声も上がっていった。

　その声は彼の秘書を務める真優に対しても向けられ、慣れない仕事とのしかかる重責に、秘書としての就任早々心が折れそうになった。

　だが、千景はそんな真優のことを気に掛け、彼女が働きやすいように環境を整えてくれた。

　その他にも、ふとした時に自分を呼ぶ声や、時折柔らかく緩む目許にちょっとした気遣いができるところ――気づけば真優は、仕事以外でも一日の大半、千景のことを考えている。

（こんなことじゃ、社長のお仕事の邪魔になるじゃない……集中、集中……！）

　浮ついてしまいそうになる心を懸命に律して、真優は言葉を交す二人に視線を向けた。仕事の場では、自分のやるべきことを最優先で行わなければならない。

「なるほど、これからのミクリヤコーポレーションの躍進に期待ですね。それでは社長、お忙しい中お時間を割いていただきありがとうございます」

　はきはきとした口調でインタビューを締めくくった千景は、その場のスタッフに何度か頭を下げて真優の元へとやってきた。

　インタビュー時間は一時間半ほどで、これさえ終われば本日の彼の予定は全て完了したことになる。

「お疲れ様です、社長。飲み物はいかがですか？」

「いや、大丈夫だ。それより、今日の予定はこれで終わりかな。明日以降は？」

「はい。明日は外出のご予定はございませんが、明後日はロヴェルティ・アンド・メルガモーゼのロヴェルティ・ガリアーノ氏との会食が控えております」

　千景はフランスやイタリアの服飾デザイナーや調香師と会食を重ねることも多い。それらのセッティングも真優の仕事だ。

「承知した。会場のセッティングについてはあなたに任せておけば問題はなさそうだし、ロヴェルティともいい話ができそうだ」

　そう言うと、千景はかけていた眼鏡を外してぐっと背伸びをした。

　その拍子に、彼が好んで身につけているアクア系の香りが真優の鼻先を掠めていく。

『アレグリア』の男性向け商品として人気の『サムライ・スカイ』という香水なのだが、千景が対外的な仕事をする際はそれを必ず身につけている。

（でも、サンプルでもらったものより良い香りがする……社長の特別ブレンドなのかな）

　人気商品ということで真優もサンプルを持っていたし、以前付き合っていた恋人がそれを使用していたこともあるが、千景がつけるとその香りが少し変化しているように感じる。

　もっとも、体温や体質で香りが変わるというのはよくある話だ。あまり深くは考えず、真優と千景は今後の予定を確認しながら車へと戻った。

「仕事には慣れてきたか？　開発室の業務とはかなり異なると思うが、なにか進めにくいところや改善点などは」

「今のところは特にありませんが……わたし以外にも、社長室専属で秘書が必要ではないですか？」

　千景のスケジュール管理などは通常通り行うことができているが、これから先のことを考えると真優一人では手が回らないことが出てくるかもしれない。

　そう提言すると、千景は片眉を上げた。

「秘書室にはグループセクレタリーがいるだろう？　必要なときはそこから手伝いをしてもらおうと思っている。あなたには負担をかけるかもしれないが……あまり、自分が仕事をする空間に他人を入れたくはないんだ」

「そう、でしたか。申し訳ありません、差し出がましいことを申しました」

「いや、大城さんがそう考えているなら、改善の余地があるんだろう。無理をさせてはいけないし、少し考えておくことにするよ」

　千景が自分のテリトリーにあまり人を入れたがらないというのは、彼と一緒に仕事をしてきた三ヶ月でよく理解できた。

　それが今日のような雑誌の取材やテレビのインタビュー、チームワークが必要な作業であるのならば厭うことはないのだが、通常の書類仕事などを行う際はできるだけ自分の近くに他人を置きたくないらしい。

　だから社長室で仕事をするのはいつも彼と真優の二人だけだし、彼が専務以下の役員たちをぞろぞろ引き連れるということもない。

「そうだ、大城さん。この後なにか予定はあるか？」

「予定ですか？　いいえ、先ほども申し上げましたが、明後日の会食に向けて本日のスケジュールは先ほどの取材で最後です」

　ふと、先ほどと同じ事を尋ねてきた千景に首を傾げると、彼はそうじゃないと小さく笑って首を振った。

　ぶっきらぼうに見えて、彼は案外よく笑う。一緒にいる時間が多くなりがちな真優だからこその発見だと思うと、誇らしく思えると同時に胸が高鳴った。

「あぁ、俺のじゃないんだ。あなたの……大城さんはこの後どうする？　これから食事に行こうと思うんだが、あなたさえよければ一緒にどうかと思って」

「お食事ですか……？」

　確かに、時間としてもちょうど夕食時だ。しかも相手は、絶賛片思い中の上司――嬉しくないわけがない。

（……だめ。そんなの、変に期待しちゃいそうだもの。それにきっと、社長が考えてるのはそういうことじゃないわ）

　急な食事に誘われて浮き足立つ心を抑えながら、真優は軽く息を吐いた。

　きっと千景は、明後日の会食についてなにか相談したいことがあるのかもしれない。真優がその力になれるのかはわからないが、そうだとしたら仕事中に終わらせてしまえばいい話だ。

　それなのに、どうして千景は自分のことを食事に誘うのだろう。仕事で必要な会食ならまだしも、これは完全にプライベートな誘いだ。

（心臓が、どきどきする……）

　とはいえ、妙な期待を抱いてしまえば、今後の仕事に支障を来すだろう。与えられた仕事をしっかりとこなせないならば、恋心など抱かない方がマシだ。

「せっかくですが、社長。今日は予定があるので……ガリアーノ氏とのお話でしたら、既に資料をご用意してメールをお送りしてあります。明日はそちらをご確認いただいて――」

「違う違う。俺はただ、純粋にあなたと食事を楽しみたいと思っただけなんだ。ロヴェルティのことは関係ない。ここ三ヶ月、慣れない仕事であなたに無茶をさせたからな」

　優しい口調でそう言いながら、千景の表情はどこか物憂げだった。

　ねぎらいのための食事会だったかと自分の判断ミスを悔いながら、真優は申し訳なさそうに頭を下げる。

「も、申し訳ありません」

「あなたが謝ることじゃない。そうだな――俺も、あなたの事情というのを考慮していなかった」

　それでも千景は、気分を損ねた様子もなく首を傾げて微笑んだ。

（こうやって、優しく微笑まれたら……誰だって勘違いしちゃいそう。普段あんまり笑わない人だから余計かもしれないけど）

　いわゆるギャップというか、仕事に対するストイックさを知っているから更にそれを大きく感じてしまう。

「それに、こうして部下を私的な食事に誘ってしまえばパワハラだと思われても仕方がないな」

「そんなこと！　……そんなこと、思ってないです。社長がそういうことをなさる方だとは、絶対に思えませんから」

　公私はしっかりと分別し、弟である晶にも仕事の面ではかなり厳しく接している。もちろんその分のフォローもぬかりない千景が、そんなことをする人間だとは思えなかった。

「そうか？　それなら、今度時間がある時にでも是非に。ロテル・ド・ヴェリカのランチくらいなら、あなたも気兼ねないだろう？」

　都内高級ホテルのランチは魅力的だが、それでも今の真優にとってはなかなか難しいところではある。

　仕事というくくりの中でなら千景と一緒にいることは全く問題ないのだが、プライベートとなるとどうしても意識してしまいそうになる。

「そう、ですね。社長がお時間のよろしいときに、是非」

　そう曖昧に笑顔を返して、真優はオフィス街を走る車の窓から外を眺めた。

　どうしても、仕事以外の会話が持たなくなってしまう。最初は緊張からだと思っていたが、彼への恋心を自覚してからはそれが顕著になった様な気がした。

「……大城さん」

　もうそろそろ会社に到着するので、そうしたらすぐに帰宅しよう。

　そう考えていた真優に千景から声がかけられたのは、オフィス街の中心部から少し外れた場所に車が出た時だった。

「はい、どうされました？」

「直帰するんだろう？　家の近くまで送るから、簡単に住所を教えてくれ」

「え、よ、よろしいんですか」

「あぁ、俺もこの後予定があるわけじゃないし、ドライブがてらと思ってね」

　確かに、今車が走っている場所から会社に戻り、更に自宅に帰るとここから一時間ほど時間がかかってしまう。近くまで送ってもらえるというのは願ってもいないことだったので、真優は通りに面したカジュアルブティックの名前を告げた。

「家の近くにブティックがあるので、そこで止めていただいて大丈夫です」

「暗くなってきたが、本当に大丈夫か？」

　そう尋ねてくる千景に、真優はもう一度笑みを返した。日は沈みかかっているが、その店から彼女が住むマンションまではそう距離もない。

「大丈夫です。お気遣いありがとうございます、社長」

　頭を下げると、千景はなにか言いたそうに口を開いたが、ついにその言葉が発せられることはなかった。

　ややあって指定のブティックに到着した車から降り、真優は千景と運転手の葛城かつらぎにそれぞれ頭を下げた。

「それでは、お先に失礼します。社長、葛城さん、送っていただいてありがとうございました」

「気をつけて帰ってくれ。明日はくれぐれもよろしく頼む」

　車の窓を開けてそう告げた千景に、真優はもう一度頭を下げた。

　仕事とはいえ、こうして千景に声をかけられるだけで心がふわふわと浮き上がってしまいそうになる。

　ブティックの駐車場から真優が住むマンションまでは一本道だ。コツコツとパンプスの音を響かせて道を歩きながら、真優は自分に言い聞かせるように独り言を呟いた。

「もう、ちゃんと気を引き締めないといけないのに……」

　少しずつ仕事に慣れてくると、余計なことを考える余裕が出てきてしまう。それでは、せっかく晶に推薦してもらった意味もない。

（不毛、よね……絶対に叶うわけがないのに）

　恋人と別れてから数ヶ月が経って、ようやく見つけた新しい恋の相手が千景だった。自分とは全く違う世界に生きる、ミクリヤコーポレーションの若き経営者――大学卒業後、運良くミクリヤで秘書として働くことができたが、真優自身は全く普通の家庭出身だ。

　そんな自分が、彼の特別になれるがわけないというのは十分理解している。だが、頭でわかっていても、心はどうにもならなかった。

「側にいられるだけでも、幸せって思わなくちゃ」

　彼と一緒に仕事ができる。今の真優にとってはそれだけでよかった。

　必死で自分にそう言い聞かせながら家路を急ぐ――その時、ふと目の前に影が落ちた。

「お、真優。遅かったじゃねぇか。また残業だったのか？」

「……良一りょういち」

　声をかけられて顔を上げると、そこには無精髭の男がひらひらとこちらに向かって手を振っていた。

「なんの用？　もう、わたしに近づかないでって言ったじゃない」

「つれないこと言うなよ、真優ちゃん。俺もさ、今日は仕事が休みで」

　グレーのスウェット姿のその男は、数ヶ月前まで真優と交際していた藤原ふじわら良一という男だった。

「仕事？　仕事なんてしてたの？」

　真優と付き合っていた頃の良一は、定職に就かずあちこちをふらふらしていた。真優の方が安定した収入があり、仕事を辞める度に助けてほしいと縋られ――結局惰性で三年付き合うことになったが、良一の浮気が発覚して破局したのだ。

「今はショットバーの店員やってるよぉ。ほら、真優ちゃんが俺のこと振るから、真面目に働かなくちゃなぁって思ってさ」

　ニヤニヤ笑いの良一は、そう言いながら真優の側に近づいてくる。

　真優はじりじりと後ずさりながら、嫌悪感をあらわにして良一を睨みつけた。元々恋人関係としては破綻していた二人だったので、今となってはもう未練は欠片もない。

「でも、その仕事も案外つまんなくてさぁ。なぁ真優、この前のことは謝るからさ――もう一度やり直せないか？」

　蜂蜜のように甘い声で、良一がそう尋ねてくる。根は実直で、今はただ彼に合う仕事が見つからないだけ――そう自分に言い聞かせて、真優は三年間彼に尽くしてきた。

「……悪いけど、もう良一とやり直す気はないの。他を当たってもらえる？」

　だが、その尽心の結果が彼からの裏切りだった。

　今考えると、どうしてあんなにも良一に尽くすことができたのか理解できない。たまたま、前の恋人と別れたときに優しくしてもらっただとか、飲み屋で意気投合しただとか、きっかけはその程度だったはずだ。

「え、なにそれ真優。お前冷たくない？　もしかして、俺と別れた途端に新しい恋人でもできたわけ？　なぁ――」

「そういうわけじゃ、ないけど……」

「じゃあいいじゃん。このまま元サヤってことでさ、また仲良くやろうぜ」

「そんなこと、できるわけないじゃない」

　良一との関係は既に終わっている。それに、彼が真優に対してなにを望んでいるかは容易に想像がついた。

「えー？　じゃあさ、五万でいいから貸してくれよ。な？　月末までピンチでさ――」

　やっぱり、彼が自分に声を掛けてきた理由はそれだった。

　昔からお金がなくなると、すぐに真優を頼ってきた――それが、別れた今になっても現れるだなんて、あまりに虫が良すぎる。

「いや。もうわたしと良一は恋人でも何でもないし……お願いだから、もう帰って」

「は？　真優テメェ……下手に出てりゃつけあがりやがって」

　そう言うと、良一が此方に向かって拳を振りかざしながら向かってきた。

　真優はなんとか彼から逃げ切ろうと駆け出すがパンプスが邪魔をしてうまく走れない。

　だが、この辺りには近くに逃げ込めるような建物がないし、追いかけられれば恐らく真優は良一から逃げられないだろう。

　どうしたものかと考えあぐねながら後ずさった真優は、そこで誰かとぶつかってしまった。

「す、すみませんっ」

　咄嗟に頭を下げようとした真優の腕を、誰かが掴む。何事かと思って顔を上げると、そこには先ほどと同じスーツを身にまとった背の高い男性――千景が立っている。

「彼女の恋人なら俺だが――真優になにか用か？」

「は……」

　恋人と呼ばれ思わず絶句した真優だったが、次の瞬間には彼が話を合わせてくれているのだと理解できた。気遣わしげにこちらを見下ろす千景の胸に手を当てて、真優は縋るように彼の名を呼んだ。

「ち、千景さん」

「あなたに渡しそびれていたものがあったから追いかけてきたんだが……真優、彼は誰だ？　見たところ、あまり親しげな関係にも見えないが」

　そう言って、千景は軽く目を細めた。

　いつも愛用している銀縁の眼鏡を掛けていない千景は、値踏みするように良一の全身をくまなく眺める。

「お前が……真優の恋人？」

「いかにも。彼女とは公私ともに親しくさせてもらっている――もう一度問おう、君の名前は？」

　眼光鋭く良一を見下ろす千景に、思わず真優の方が息をのんだ。普段の穏やかな雰囲気とはまるで違う様子に、良一もぎこちない笑顔を浮かべて両手を振っている。

「い、いや、俺はその……真優の古い友達っていうか」

「友人？　その割に随分と馴れ馴れしい――悪いが、用がないなら今日は帰ってもらっても？　真優に用があるから追いかけてきたのに、君のせいで彼女がひどく怯えている」

　吐き捨てるようにそう言い放った千景に、良一は信じられないものを見るような顔で真優の方を見た。

　だが、真優は彼の方に目を向けることなく、ぎゅっと千景のスーツを掴んでいる。

「なにか用があるなら、俺が代わりに聞こう」

「いや……な、なんでもないです。ただちょっとすれ違ったんで、声をかけようと思っただけで……」

　そんなことを言いながら、良一はすごすごと引き下がっていった。

　後に残された真優は、彼がいなくなったとわかると深く息を吐いた。かなり緊張していたのか、両足がみっともなく震えてしまう。

「も、申し訳ありません、社長……」

「構わない。それより大城さん、顔色が酷いぞ。――車をそこに止めてある。歩けそうか？」

　千景の大きな手のひらが、そっと真優の背中に添えられる。

　気遣わしげに顔を覗きこんでくるその表情は、先ほどまでの冷たいものとは正反対だった。

「はい……ありがとうございます。本当に、まさか社長が来て下さるなんて。それに、スーツも掴んでしまって……」

　彼が好んでいるドイツ製のスーツも、真優がきつく掴んだせいでシワになってしまっていた。申し訳ない気持ちでいっぱいになりながら謝罪を口にすると、千景はゆっくりと首を横に振った。

「そんなことはどうでもいい。まずは、あなたが落ち着くのが先だ。……その様子だと、家に帰るのも辛いだろう」

　千景は真優の体を支えながら、運転手の葛城が待つ車へと連れてきてくれた。

（本当に……社長が来てくれてよかった……）

　まさか、あんなところで良一と再会するとも思わなかったし、そもそも自分が彼に対してここまで怯えてしまうとは思わなかった。千景が来てくれなかったらどうなっていたのかと考えると、また身震いが起きてしまう。

「大丈夫か？　気分が悪いなら、そこのコンビニで飲み物を買ってくる」

「い、いえっ！　社長に、そんなことはさせられません」

　世界に名だたるミクリヤコーポレーションの社長に、コンビニまで水を買いに行かせたなんて武勇伝は作りたくない。

　それに、ただでさえ先ほど危ないところを助けてもらったばかりだ。これ以上、彼に迷惑は掛けたくなかった。

「どうして、来てくださったんですか」

　ようやく体の震えが収まった頃、葛城が気を利かせて車を走らせてくれた。すると、千景がなだめるように真優の背中をぽんぽんと叩いてくれる。

「大城さんの後ろから、妙な男が尾けているのが見えたんだ。まさかと思って追いかけたんだが……間に合ってよかった」

「良一が……まさか、尾けてきていたなんて」

「知り合いか？」

　想いを寄せている男性にそう問われて、真優は小さく頷いた。

　数ヶ月前に付き合っていた恋人だと呟くと、千景は怪訝そうに眉をひそめる。

「あなたの交友関係に口を出すのもおかしな話だが、大城さんには似合つかわしくないな。ましてや恋人か――あなたみたいにしっかりした女性が、なぜあんな男と？」

「わたしは、社長が思うほどしっかりした女じゃないです。優柔不断で、人を見る目がなくて……だから、良一みたいな男の人に引っかかるんですよ」

　ふざけたような口調でおどけてみせないと、たちまち涙がこぼれてきそうだった。

　本当に、出会ったときは素敵な人だと思っていた。社交的で友人も多く、悩みもよく聞いてくれる――そんな良一が、いつしか大企業の役員秘書である真優を頼りに仕事を転々とし始め、終いには家に入り浸るようになった。

　同棲と言えば聞こえはいいが、最後には真優が体の良い寄生主になってしまったのだ。

「わたしが……彼を、こんな風にしてしまったのかもしれません」

「それは違う。あなたの人生は彼のものじゃないし、誰かが勝手に寄りかかっていいものでもない。大城さんが悪いことなんて、一つもありはしない」

「社長……」

　きっぱりと言い放つ千景に、思わず目頭が熱くなる。

　泣いてはいけないと自分に言い聞かせて歯を食いしばろうとするが、彼はそんな真優の決意を揺らがせるようにそっと肩を抱いてくれた。

「怖かっただろう。もう大丈夫だ――ああいう脅かし方をすれば、しばらくは近づいても来ないはずだ。大城さん、よく頑張ったな」

　そう、大きな手がぎゅっと真優の肩を抱く。それと同時に、真優の両目からぽろっと涙がこぼれ落ちた。

「あ、ご、ごめんなさい……お見苦しいところを」

「見苦しくない。それだけあなたが、あの男に恐怖していたんだろう。誰も見ていないから、ここで泣いてもいい」

　千景に、こんな弱い自分の姿を見せたくはない。
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　こぼれ落ちてくる涙を必死に堪えようとしても、涙は止めどなく溢れてくる。小さく震えながら嗚咽をこぼす真優を、しばしの間千景は優しく抱きしめてくれていた。

「本当に、社長にはなんとお礼を申し上げたらいいか……それに、葛城さんにもご迷惑をかけてしまって」

　ようやく涙が止まり呼吸も落ち着いた頃には、窓の外の日もすっかり暮れていた。

　目許がヒリヒリと痛み、普段しっかりと施してあるメイクもすっかり型崩れしてしまった真優は、申し訳なさそうに頭を下げる。

（ずっと、社長に抱きしめてもらっちゃった……）

　宥めるような優しい手の感触は、まだ真優の肩に残っている。

　思えばとんでもないことをしてもらったと思い起こす真優に、千景はなんでもないことのように首を傾げて顔を覗きこんできた。

「落ち着いたか？　そうしたら美味いものでも食べに行こう。メトロポリタン・ブリュの和食会席が好きなんだが、もしよかったらそこでも」

「そんな――さすがに、そこまでお世話になるわけにはいきません」

　千景は特に気にしている様子ではなかったが、真優の方は先ほどから千景に迷惑を掛けっぱなしだ。やんわりとその誘いを断ろうとしたが、彼は真優の足下を見て深く溜息を吐いた。

「そのまま帰るつもりか？」

「え……」

　ふと足下に目を落とすと、履いていたストッキングが無惨に破れている。スカートも汚れていて、恐らく先ほど追いかけられたときに小石かなにかを飛ばしてしまったのだろう。

　真面目な性格の千景なら、そこに責任を感じてしまったとしてもおかしくはない。

「最初から家まで送り届ければよかった。これは俺の責任だ……せめて、替えの洋服くらいは用意させてくれ」

　真摯な視線でそう告げられると、真優にはそれ以上千景を拒絶することはできなかった。

　しばらく視線を移ろわせて、真優は所在なさげにこくんと頷く。

「じゃ、じゃあ……よろしくお願いします、社長」

「あぁ……そうしたら、まずはメトロポリタン・ブリュに向かおう。葛城、できるだけ近道をしてくれ」

「おや、社長。ドライブは終わりですか？」

　後部座席から指示を飛ばす千景に、運転手の葛城――グレーの髪を撫でつけた初老の男性が人の良い笑みを浮かべた。元々先代社長の運転手でもあった彼は、幼い頃からの千景のことを知っているのだろう。

「このまま大城さんに風邪をひかせてもいけないからな」

「かしこまりました。それでは、少々近道をさせていただきますね」

　そう言うと、葛城はそれまで走っていた大きな道路ではなく、少し曲がりくねった中道に入った。普段通らない道だけに、流れていく景色が少し不思議なもののように感じる。

「あの、社長……このことは、他の方には」

「無論誰にも言うつもりはない。葛城だって他言はしないだろう――安心してくれ」

　千景のきっぱりとした物言いが、今はとてつもなく頼もしい。

　とはいえ、千景が今向かおうとしているホテル――メトロポリタン・ブリュは周囲でも一流と名高いラグジュアリーホテルだ。そこの和食会席が好きだと言っていたから、恐らく千景はそこを愛用しているのだろう。

（でも、メイクも服もボロボロ……）

　そういうホテルなのだから、当然ドレスコードというものがある。今の真優の格好なら、ホテルに入ることもできないのではないだろうか。

「……わたし、こんな格好で大丈夫なんですか」

「ドレッシングルームまで、スタッフに付き添ってもらうといい。そうだな……例えば、ブルーグレーのワンピースはどうだろう。よく似合っていると思うんだが」

　生真面目な性格をした千景が女性の服装について提案してくるのを、真優は聞いたことがなかった。そもそもそういう噂は、彼が社長として就任してから数ヶ月の間一度も話題に上ったことがない。

「それと、パールもよく似合っている。フレグランスはアレグリアの『メルキュール』にしよう。あなたの雰囲気にぴったりだ」

「フ、フレグランスもですか？」

　今千景が名前を出した『メルキュール』という香水は、元々惑星の名前を冠したフレグランスシリーズの一品だ。香りはシトラスの香りが織り込まれたフローラル・フレッシュという種類のもので、真優もお気に入りの香水のひとつでもある。

「よくつけているだろう？」

「ご存じでしたか……」

「自社製品だからな。さすがにわかる――大城さんがつけると、シトラスの香りの中に甘さが残るような気がする」

　ふっと目を細めて微笑まれると、胸の辺りがきゅっと苦しくなる。

　彼に他意はなく、単に近くにいるから香りがわかるだけだろう。そう自分に言い聞かせても、心臓がとくとくと跳ねるのを止められはしなかった。

　やがて車がメトロポリタン・ブリュに到着すると、千景はすぐにスタッフを呼びつけて真優のことをドレッシングルームに送り届けてくれた。

「着替え終わったら、彼女を十七階の『つ芽屋』という店に連れてきてくれ。御厨の連れだと言えば、席まで通してもらえるはずだ」

　スタッフにそう言いつけて、千景は先に店の方へと行ってしまう。

　真優は女性スタッフに連れられてドレッシングルームに通されると、彼が言ったようにブルーグレーのワンピース、パールのピアスを身にまとうことになった。

「大城様、フレグランスはこちらを。それと――お手持ちの小物はいかがいたしましょうか？」

「え、小物……って、鞄ですか？　いえ、それはさすがに……」

　聞けばこれらの服やアクセサリーは、全て千景の方で用意してくれたものだという。汚れてしまった服はいいとして、手持ちの小物まで彼の世話になるのはさすがに申し訳ない。

「ですが、ビジネス用のバッグですとお召し物に似合わないかと……こちらはいかがですか？」

　真優が普段使いしているのは、ノートパソコンや資料をまとめたＡ４サイズのファイルが入る鞄だ。黒く飾り気もないそれは完全に実用性重視で選んでいたのだが、確かにそれは今の彼女の格好には似合わない。

「えっと……じゃ、じゃあ、お願いします」

　小ぶりなネイビーのバッグは、シルバーの糸で刺繍された上品なものだ。スタッフの女性がにこやかな笑顔で用意するそれを断り切れず、差し出されたそれを受け取った。

「お荷物はお預かりするようにと御厨様から仰せつかっております。お手持ちのハンカチなどはこちらに移してしまってよろしいですか？」

「はい、大丈夫です」

　思えば、激動すぎる一日だった――すっかり綺麗に身支度をしてもらった真優は、これまでを振り返って深く息を吐いた。千景が待つ十七階の『つ芽屋』に向かうと、すぐに一番奥の部屋へ通される。

「社長、お待たせいたしました」

「あぁ、思ったより早かったな。……よく似合っている」

「恐縮です……その、色々用意していただいて、ありがとうございます」

　食前酒として清酒を口に運びながら、千景は真優の姿を見るなりふっと微笑んだ。今日一日で何度も見たその笑顔に、先ほどまで真優の体を雁字搦めにした緊張の糸がほどけていく。

「気にしないでくれ。これはあくまで俺がやりたくてやったことだし、あなたと食事をしたいと思ったのも俺の我が儘みたいなものだ」

　席を勧められて、千景の対面に腰を下ろす。運ばれてくる会席料理をゆっくりと口に運んでいくと、ようやく安堵感が訪れる。

「美味いか？」

「はい。特にこの焼き湯葉、出汁が利いていて本当に美味しいです！　それにお酒も、飲みやすくてつい進んじゃって……」

　千景おすすめの店ということもあって、味も申し分ない。適度にアルコールも摂取することで、真優はぽろぽろと良一のことを語りはじめた。

「あの人……浮気してたんです。ずっと働いてなかったんで、ウチに住んでいたんですけど……わたしが出張で家を空けているときに、女性を連れ込んでいて」

「なるほど？　彼は大城さんが、ウチの社長秘書だと知っているんだな」

　こくりと頷くと、千景は盛大に溜息を吐いた。

　普段露骨に不機嫌を露わにすることがない彼の様子に、真優は内心驚きを隠せなかった。

（社長って、こんな風に怒るんだ――）

　舌打ちでもしそうな雰囲気の千景は、杯の中に入っていた清酒をぐいっと呷ってもう一度息を吐く。

「とんだ三下だ。やはりあなたに釣り合うような男じゃない」

「社長――」

「俺が側にいれば、あなたを守ってやることができたのに……自分が不甲斐ない」

　低く呟いた千景は、するりと手を伸ばして真優の右手に触れた。酒が入っているせいか、彼の体温は少し高くなっているようだ。

　だが、不意に手を握られた真優の方はそれどころではなかった。眼鏡越しの視線がじっとこちらを見ているのがわかる。それに耐えられず、真優は料理が盛られている皿をじっと見つめるしかない。

（社長は……あくまで、秘書としてのわたしを心配してくれてるんだから。変な期待なんてしちゃだめ。それはこの人に対して、とても失礼なことだもの）

　呪文のように心の中でそう呟いて、真優はことさらに明るい笑顔を作った。

　これ以上彼を心配させたくない一心で、いつものように彼の秘書としての顔を貼り付ける。

「ありがとうございます、社長。そう励ましていただけると、わたしもいっそう業務に励むことが――」

「仕事のことは、今は関係ない」

　低く、咎めるような声が聞こえてきたのはその時だった。

「俺が言っているのは、個人的な問題だ……惚れた女の一人も守れない、今俺は自分自身に苛立っている」

　唸るようにそう吐き捨てた千景が、ぎゅっと真優の手を握りこむ。腕を引こうとしても、彼の力は強く逃げることを許してはくれない。

「あの、社長……」

「あなたが弱っているところにつけ込むような男だと思って、蔑んでくれても構わない。だが――これ以上自分の気持ちを隠すことはできない」

　一瞬、真優は千景がなにを言っているのかが理解できなかった。

　仕事の指示を出すとき、千景はいつもわかりやすく話をしてくれる。回りくどい言い回しを嫌い、端的に物事を伝えてくれるのだが、今の彼の言葉にはいったいどういう意図があるのだろう。

「聞いているのか、大城さん」

「は、はい！　あの……今、なんて仰ったんですか」

「だから、俺はあなたに惚れているんだ」

　きっぱりとそう言い放った千景は、獲物を前にした猛禽のような目つきで真優のことを見つめてくる。アルコールが入り、切れ長の目許が色づいた姿がどうにも艶っぽくて、真優はごくりと口の中の唾液を飲み込んだ。

「はっきり言わないとわかってもらえないか？　俺は今、あなたを口説いているんだ」

　そうきっぱりと言い放たれた瞬間、真優の周囲から音が消えた。

　今千景は、自分に惚れていると言わなかったか。いつも仕事にストイックで、色恋沙汰など彼の秘書になってから一度も聞いたことがない。

「わたしを……？」

「何度も同じ事を言わなければわからないほど、あなたは話の分からない人間ではないはずだ」

　そう、まるで定例会議の予定を告げるようにそう言い放った千景は、ゆっくりとした手つきで真優の指と自分の指を絡めていった。

「ん……」

　くすぐったさに、思わず声が出る。

　個室になっている席では二人以外に人の姿はなく、ぼんやりとした間接照明も相まって流されてしまいそうになった。

「社長、慰めてくださっているのはわかりました。わかりましたけど――こういうことは、その」

　密かに想いを抱いていた人物に面と向かって「口説いている」と言われれば、拒絶なんてできなくなってしまう。

　じっとこちらを見つめながら指先だけで真優を追い詰めてくる目の前の男は、果たして普段一緒に仕事を行っている千景本人なのだろうかとすら思えてきた。

「ただの慰めで、他人にこんなことはしない。……嫌ならはっきり言ってくれれば、これ以上あなたに迷惑を掛けることはしない。もちろん、このことを仕事に持ち込むこともない」

　嫌と言わなければどうなるのかは、想像に難くない。

　艶めかしく手の甲を這う指先に目を奪われながら、真優は千景の言葉を反芻した。

（本当に、社長はわたしのことが好き……？　でも、今までそんなことを言われたことなんてなかった。お酒が入ってるにしても――）

　千景が冗談でこんなことをいう人間ではないというのは、真優自身よくわかっている。だがそれと同時に、傷ついた自分を放っておけなかっただけではないかという考えが頭をもたげてきた。

「……嫌じゃ、ありません」

　少し乾いた声で、真優はぽつりと呟いた。

　嫌ではない。むしろ千景は、真優がこっそりと想いを寄せていた男性でもある。そんな彼に守ってもらい、こんなことを言ってもらえるチャンスなど人生に一度あるかないかだ。

（社長、きっと酔っ払ってるんだわ。それなら、わたしも……）

　もし仮に千景が、恐慌状態に陥った自分を慰めるためにこんなことを言ってくれているなら――ほんの少しだけ、彼に助けてもらうことは許されるだろうか。

「尋ねた俺が言うことじゃないが……意味はわかっているんだろう？」

　逃げるなら今のうちだと、あくまで千景は選択肢を残してくれた。だが、真優はこくりと頷いてから彼の手を自分から握りしめた。

　一夜だけでも、彼の優しさに縋ってしまいたい――食事の際に摂っていたアルコールが回ってきたのもあって、真優はほころぶような笑顔を浮かべた。

「社長が、公私を混同しない方だというのは、一番身近でお仕事をしていてよく知っています」

　真優の指先がほんの少しだけ震えていたのに、恐らく千景は気づいていただろう。それでも、彼はなにも指摘することなくその場で立ち上がると、掛けてあったジャケットを手に取った。

「……わかった。二十八階に部屋を取っている」

　このホテルの二十八階はインペリアルスイート――それをあらかじめ用意していたというのだから、もしかして千景はこのホテルに他の誰かと来たことがあるのかもしれない。

（社長の私生活のこと、わたしなにも知らないんだな……）

　あまりプライベートをオープンにするような性格ではないのは知っているし、個人で所有しているＳＮＳアカウントでも仕事についての発言しかしない。そんな彼の新しい一面を垣間見た気がして、真優はほうと溜息をついた。

　秘書といっても、真優はあくまで仕事の上での御厨千景しか知らないのだ。

「大城さん」

「は、はい。どうしました、社長」

　二十八階、彼が用意した部屋の中は落ち着いた和風モダンをコンセプトにしている。彼が好みそうな部屋の中に足を踏み入れたとき、千景はぐっと真優の手を引いた。

「この部屋の中では、名前で呼んでくれないか。俺も、あなたのことを名前で呼ぼうと思う」

「名前……ですか？」

「抱いている女性に社長と呼ばれると、さすがにな。……どうか、千景と呼んでくれ。晶のことを、前に名前で呼んでいただろう」

　それは三ヶ月前、彼の弟をどう呼んでいいかと考えあぐねた結果がそれだっただけだ。あれから真優は晶のことを、ちゃんと「御厨室長」と呼んでいる。

　だが、確かに彼の言いたいことも理解できた。ベッドの中にビジネスを持ち込みたくないという、千景らしい考え方だ。

「承知いたしました。しゃちょ……千景さん」

「仕事じゃないんだから、もっと楽にしてくれ」

　小さく笑うと、千景は真優の肩をそっと抱き寄せてくる。シャワールームまで彼女を連れてくると、しっとりと濡れた声が鼓膜を揺らした。

「シャワーは？　一緒に浴びるか？」

「それは、け、結構です。一人で大丈夫です」

　冗談なのか本気なのか、千景の真意がわからない。曖昧な笑みを浮かべた真優はそのままシャワールームで汗を流し、置いてあったバスローブを身につけてから外に出てきた。

（下着……いらないよね？　そういう目的でこの部屋にきたんだし――）

　真優が出てくると千景がシャワーを浴びるのだが、その時間すら持てあましてしまう。

　中層階にあるスイートルームなので夜景を楽しもうとは思わなかったし、そもそも下着を着けていない肌の感触に意識がもっていかれてなにもできなかった。

「真優」

　結局ベッドの上で小さく座っていることしかできなかった真優の頭上から、低い声が降り注ぐ。よく慣れた自分の名前を、聞き慣れない千景の声で呼ばれるのはどこかくすぐったい。

「……千景、さん」

　几帳面に整えてあるはずの髪は濡れ、愛用している銀縁の眼鏡も外した千景が下着姿でそこに立っている。バスローブすら纏っていない裸の上半身はよく鍛えられており、高い身長も相まってアスリートのようにも見えてしまう。

「待たせて悪かった。……寒くないか？」

　そう尋ねながら、彼は真優の顎をすっと指先でとらえる。

　空調が効いているので寒さは感じない――むしろ、これからのことを考えるだけで肌が熱くなっていくのを感じていたほどだ。

「大丈夫です……あの、ん、んぅ……！」

　そう、二の句を継ぐこともできずに真優の唇はぱっくりと食まれた。

　舌先が唇を割ってくることはなく、ただ触れるだけのキスだとわかる。それだけなのに、真優は自分の肩がぶるっと震えたことに気づいた。

「ぁ、んん……ぅ、ふ……」

　唇をそのまま食まれたかと思うと、千景は何度か自分の唇を真優のそれに押し当てる。確かめるようなキスが何度か繰り返されて、彼女の体はゆっくりとベッドに押し倒された。

「は……ぁ、社長――」

「名前で呼ぶんだ。いいな、真優」

　低く命令されると、なぜか体の内側がきゅん、と疼く。

　そんな趣味はないはずだと自分に言い聞かせながら、甘いくちづけから解放された真優はこくんと頷いた。

「しかし、バスローブか。思っていたより、いや……これは少し――」

　真優のことを見下ろす千景が、口元に手を当ててなにかをブツブツと呟いている。

　もしかしてなにか粗相があっただろうか。そう不安になった真優はハッとして顔を上げた。

「お、お気に召しませんでしたか？」

「いいや、それはあり得ない」

　不安げに尋ねる真優に、千景が即答する。

「むしろ……俺が考えていたよりずっと扇情的だ。普段のスーツも捨てがたいが、無防備なあなたの姿が見れて嬉しい」

　恥ずかしげもなくそう言い放った千景が、真優の来ていたバスローブをするりと紐解いていく。露わになった素肌の上はなにも纏っておらず、外気に触れたせいで体が小さく震えた。

「――参ったな」

　ぽつりとそうこぼした千景は、丸い曲線を描く真優の双丘に触れる。手のひらで包み込むように触れられて、真優は小さく息を吸った。

「っ……」

「まさか、下になにも着ていないとは思わなかった。ずいぶん大胆なことをしてくれる」

「それは――その、ひ、必要ないと思って」

　柔らかな乳房を下から持ち上げる千景に、真優はそう言い訳をした。どうせ裸になってしまうのは同じなのだからと、あえてなにも着ない選択をしたのは真優自身だ。

「合理的なのは、あなたの美点だ。だが……男には、脱がせる浪漫というものがあるのを理解してほしい」

　面白そうに唇の端を吊り上げた千景は、たぷんっとその乳房から手を離し、身を屈めて真優の首筋に唇を寄せた。

「っふ、ぁ……」

　くすぐったさに身をよじるが、千景は首筋を唇でなぞると、鎖骨の辺りにちゅっと吸いついてきた。

「んく、ぅ」

「ホワイトムスクか。だがこの香りは、ウチの製品じゃない」

「は、はい。アルローデ社の、前に広報担当の方からいただいたもので」

　香りというのは、本能に直結する。

　普段シトラス系の清涼感がある香りを好む真優だったが、風呂上がりに以前試供品でもらっていたホワイトムスクのフレグランスをつけてみた。特有の甘い香りに、千景が小さく息を吐く。

「あぁ、なるほど。香りで印象がかなり変わるな――普段の真優は凜としていて、つい頼ってしまいたくなる芯の強さがあるが……今は違う。男を誘う、甘い香りだ」

　凄艶に微笑む千景は、そう言うと柔らかい乳肉をゆっくりと揉みしだきはじめた。

　大きな手のひらで、形が変わるほど力を込められているのに、そこに感じるのは痛みではない。

　甘く、痺れるような刺激が、両胸から放射状に広がっていくのが分かった。

「ァ、んんっ……ッふぁ、あ――ち、かげさん……」

「大丈夫だ。嫌なことは、全部忘れてしまえ――いや、俺が忘れさせてやる」

　普段なら絶対に聞くことができない甘い言葉に、胸の奥の方が疼く。

　ぐにぐにと無遠慮とも言える手つきで両胸をまさぐりながら、千景はもう一度自らの唇を真優のそこに押し当ててきた。

「ん――っふ、ちゅ……ん、ぅう」

　触れるだけだった先ほどまでのキスと違い、うっすらと開いたところから熱い舌先が入り込んでくる。

　唾液を絡ませてぬるついた千景の舌は優しく真優の咥内を愛撫して、それだけで頭の奥がクラクラしてしまうようだった。

「んん……ぁ、ふぅ……ン、ぁ」

　誘い出されるように舌を絡め合い、唾液を混ぜ合いながらくちづけを交す――キスだって初めてではない真優だったが、ここまで優しく丁寧なものは経験がなかった。

（キスだけで、本当にどうにかなっちゃいそう……社長、こういうのにすごく慣れているの……？）

　そんな不安を覚えながら、真優は必死で千景に応えようとした。

　きっと今日を逃せば、こんなチャンスは二度と訪れない。社長と秘書という関係上、こういうことは二度とあってはいけないことなのだ。

（わかってる――ダメなことだってわかってる、けど）

　頭の中でその禁忌を理解しているのに、千景の巧みなキスがそれを許してくれない。

　丸くたわわな乳房を揉みしだく手は次第に力の緩急をつけ始め、指先でコロコロとその尖端を転がしてくる。二つの刺激から逃れる手立ては、真優の中には存在しなかった。

「ッふぅ、ぁ、はぁっ――」

　長いくちづけから解放されると、真優の視界はにわかに揺れていた。

　酸素不足のせいだけではなく、ジンとした疼きが両胸の頂きから下腹部まで降りてきている。

「美しい体だ――新雪のように白くて、触れれば柔らかい。焦がれていたものが今目の前にあると思うと……抑えが効かなくなってしまう」

「そんな……わたしなんて、全然……」

　自分は、千景が言うような魅力的な女性ではない。

　もし自分に揺るぎのない魅力があったとすれば、良一はどうしてあんなことをしたのか――断ち切ったと思っていた過去の記憶が、真優の中に暗い影を落としてくる。

「昔の男になにを言われたのかは知らないが、俺は先ほど言ったはずだ」

　だが、そんな真優の意識を千景の低い声が引き上げてくれる。

　呆れたような声につられて顔を上げると、彼はその両目に気遣わしげな光を宿して真優のことを見下ろしていた。

「今日のことは忘れさせてやる……他の男のことを考える余裕を与えてやれるほど、俺は懐の広い男じゃないぞ」

　そう言いながら、彼は真優の乳房に唇を寄せる。

　ツンと尖ったその頂きに吸いついた千景は、丹念にその場所を舐りはじめた。

「あ、ァっ……！　ンぁ、やっ……ぁ、あっ」

　ちゅ、と音を立てて尖端に吸いつかれると、かすかな刺激に肩が揺れる。

　千景は真優の体を押さえつけるように腰へ手を回し、懇ろの蕾への愛撫を続けた。

「んぅ……ン、ぁ――ァっ、ああっ」

　舌先で転がすような動きがあったかと思えば、しこった先端を前歯で軽く扱かれる。種類の違う刺激を与えられ、真優は体をくねらせてその快楽に耐えた。

「しゃ、ちょ……千景さんっ……も、やぁっ」

　ジリジリと、燻るように弱い快感が真優の身を焦す。

　触れられ、胸先の蕾を嬲られるたびに切ない疼きが広がっていくが、千景は真優の腰から上だけしか触ってこない。

（もっと――たくさん、触ってほしい……）

　それ以上先に進むことを望む反面、恐怖も覚える。

　本当に、上司と部下という一線を越えてしまっていいのか――頭の中でわずかに残った理性がそう叫ぶのを聞きながら、真優は熱い息を吐き出した。

「ッは――ぁんっ」

「真優、もっと肩の力を抜いて……ゆっくり呼吸をするんだ」

　湧き上がる愉悦を堪えながら、知らずのうちに爪先へ力を込めていたらしい。

　シーツを蹴る足に手を伸ばした千景は、まるで壊れ物にでも触れるかのような手つきでそこをなぞる。

　優しく足に触れられ、焦らすようにゆっくりと持ち上げると、真優の恥ずかしい場所が晒されることになった。

「ぁ、あ……待って」

「これ以上我慢をしろと？　無茶なことを言う……それに、あなただってもうこんなになっているのに」

　それまで両胸を弄っていた千景の長い指が、するすると足の間へ下っていく。

　既にじわり濡れている割れ目に中指を這わせて、彼は緩慢な動作で愛撫を開始した。

「ァ、あんっ……ン、ぅ」

　クチュ……と小さな音が、体の中で大きく反響する。

　骨ばった指を蜜口に挿入した千景は、浅い位置で何度か関節を折り曲げては伸ばす動きを繰り返した。

「ひあぁっ、ァ、千景さんっ……それ、はぁっ……」

「きゅうきゅうと俺のことを締めつけている――だが、些か狭いな。ちゃんと慣らさないと、痛みがあるかもしれない」

　ちゅぷりと更に奥まで指を挿し込んだ千景に、思わず真優の腰が揺れる。

　良一と別れてからは誰とも付き合っていなかったし、体の関係も早いうちに破綻していた。

「やっ、ァ、あ――こ、コリコリしちゃ……だめ……」

　だが、予想に反して真優の蜜壺からはこんこんと愛蜜が湧き出してくる。

　それを指でかき混ぜ、膣壁に擦りつけながら、千景は徐々に彼女の官能を高めていった。

「あ、ぁ……ッん、ん」

「思った通りだ。体温が上がると、真優の香りが強くなって――柔らかい胸にも、細い腰にも、むしゃぶりつきたくなる」

　千景は何度か中指で蜜壺の中を刺激しながら、ちろりと上唇を舐めた。

　その様子はさながら空腹の肉食獣のようで、真優は彼から漂う色気に抗えなくなってしまう。

「もう一本挿入れるぞ？　これなら、もう少し慣らしておけばよさそうだ」

「そん、ぁ、あっ……！　ひぁ、ンっ」

　やがて頑なだった内部がほころんでくると、千景は二本目の指を蜜口に突き立てた。

　バラバラと膣内をうごめく二本の指は、それぞれに真優の感じるところを刺激してくる。

「あぁぁっ！　ァ、だめ――社長、それ、それだめ、ァっ」

「千景、だろう？　あまり言うことを聞かないなら、ペナルティが必要だな。……俺のことを社長と呼ぶたびに、あなたにキスをしようか」

　そして、彼は真優の太腿にちゅっと吸いついた。

　ピリッとした痛みが駆け抜けていくのと同時に、足の間からとぷりと淫らな蜜がこぼれてくる。それをまた千景が攪拌して、静かな部屋の中には水音が響き渡った。

「ンぁあっ、ァ、ひぅ……」

「大分ほぐれてきたな――真優、こっちを見て」

　蕩けるような甘い声で名前を呼ばれて、既に官能が高められた真優はぼんやりとしたまま顔を上げた。

　ちゅぷ、と音を立てて指を引き抜かれると、切なさが体を支配する。彼の手によって高められた真優の体は、より奥まった場所を触れてほしいとねだるように膣内を収斂させた。

「少し待ってくれ。あなたを傷つける真似はしたくない」

　そう言って、彼はサイドテーブルから銀色の包みを手に取った。快楽でぼんやりとした頭の中で、それが避妊具であることがようやく理解できる。

「これでようやく……あなたを愛することができる。三ヶ月が、途方もないほど長く思えたよ」

　手際よくそれを取りつけた千景は、長い真優の髪を一房とって、そこにキスをした。

「ぅ、ぁ……」

　千景の手によって大きく足を開かされ、熱塊が割れ目に押し当てられる。

　彼の体躯に見合った逞しいそれを直視できずに、真優は思わず顔を背けた。

「ちゃんと見るんだ。これが、今からあなたの中に入る」

　しっとりとした声が、咎めるように降り注いでくる。

　おずおずと視線を下げると、千景はゆっくりと切っ先を挿入しはじめた。

「あ、ぁう……」

　ぬかるんだ蜜壺を、ゆっくりと千景の剛直が押し開いていく。

　指先とは違う圧迫感で息が詰まるのを感じながら、真優は必死に呼吸を繰り返した。熱く硬い彼のものが自分を満たしていくのに、確かな充足感を覚えてしまう。

「あ、ぁ――千景さん……お、くに……」

「く……狭いな。もう少し慣らせばよかったか……」

　挿入の動きで肉襞が刺激され、それが甘く真優の体を蕩かしていく。やがて最奥に先端が到達すると、千景もゆっくりと息を吐いた。

「大丈夫か？　どこか痛むところはないか」

　幸いにして、痛みはなかった。こくこくと首を縦に動かす真優を見下ろして、千景はゆっくりと腰を動かしはじめた。

「あ――ぁ、んっ……！」

　真優の体に負担をかけまいとしているのか、ゆっくりとした抽送が繰り返される。

　最奥まで到達した肉楔を抜け落ちるぎりぎりまで動かしたかと思うと、またじっくりと膣壁を引っ掻くようにして奥へと突き込まれる。

　体が震えるほどの快楽が生み出されて唇を噛む真優だったが、彼はそれを許さないとばかりに人差し指でそこを押さえた。

「んぁ、あ……」

「強く噛んで、傷にでもなったらいけない。ここには俺しかいないんだから、もっと可愛らしい声を聞かせてくれ」

　ぐぷぐぷと音を立てて愛蜜を攪拌する肉茎は、これまで感じたことのないような快楽を真優にもたらしてくる。我慢するなと言われると、突き上げられる度に甘い声が漏れ出した。

「ぁ、あっ――千景、さんっ……奥、コツコツって……」

　抽送を繰り返されると、膣肉がきゅうきゅうと幹に絡みつくのがわかる。貪欲に快楽を欲しがる真優の体は、なんとかして千景をより奥まった場所に誘おうとしているのだ。

「あぁ……奥にいくに従って、よく絡む。このまま、めちゃくちゃになるまで揺さぶってやりたくなるな」

　にわかに掠れた声を出した千景は、徐々に抽送を強めてきた。

　律動を刻む速度が速くなると、肌と肌がぶつかり合う音が更に大きく響く――生々しい音に鼓膜を支配されながら、真優は必死でシーツを掴んだ。

「ァんっ、ぁ、ああ――や、ァっ……！　はげ、し……っ」

　溢れ出してくる愛蜜で潤いを増した膣内は、次第に激しく水音を立てた。果実を潰すような音と一緒に奥を何度も穿たれて、真優は頭の奥の方がジンと痺れてくるような感覚を味わった。

「真優……ッ、そんなに締めつけるな。力を抜いて、すべてを俺に任せろ」

「ぁ、あ――だ、ってぇっ……ッひぁ、あ、しゃちょ……」

　均整の取れた美しい裸体が目に入る度に、真優はこれが都合の良い夢ではないかとすら考えていた。

　だが、自分の内側を押し開き、快楽を突きつけられるこの感覚は現実そのものだ。密かに焦がれていた男が、必死に自分を貪っている――それを自覚したとき、真優の体は更に熱く燃え上がった。

「ッふ、ぁ、ああっ……！」

「社長と、呼んだな。ペナルティだ――」

　大きく腰をグラインドさせた千景が、ぐぷんっ、と彼女の最奥に肉杭を突き立てる。

　そうして再度真優の唇に食らいつくと、彼は敏感になった乳首も指先で転がして甘い責め苦を与えてきた。

「んんぅ……ッ、は、ぁうぅっ、んくっ、ぅ、ぁ――」

　ぞろりと口蓋をなぞりながら口の中を蹂躙してくる舌先と一緒に、キュッと尖った蕾を摘ままれる。

　それだけで電気が走るような痺れと、心地よさが下腹部から背筋を駆け上がってきた。だが千景の『ペナルティ』はそれで終わりではない。軽く腰を揺さぶって、ほんの僅かな刺激を蜜壺に与え続ける――ジリジリと迫るような愉悦に、真優の目にはじわりと涙の膜が張った。

「ぁふ、ぅっ……ン、はぁっ」

「可愛らしい――普段とのギャップで、なおのこと溺れてしまいそうだ」

　キスの終わりにぺろりと真優の唇を舐めた千景は、再び真優の膣奥を責め立てはじめる。

　浅い位置でゆるゆると繰り返されていた動きが、また徐々に強く、激しくなっていく。体そのものを押し上げられるような動きに、真優はあえかな声を漏らした。

「ひあぁ、あ――千景さ、ち、ぁ、あっ」

「もっとだ……もっと、あなたの声を聞かせてくれ。俺だけが聞ける、一番可愛らしい声で名前を呼んでくれ」

　懇願する様な響きを残しながら、彼は真優の首筋にそっと唇を押しつけた。身につけたフレグランスの香りが、千景の香りと混ざり合っていく。

「あっ、あ、あ――だめ、ァ、なにかっ……なにか、きちゃ、ぅ……！」

　鼻腔から広がる香りが、頭の奥を痺れさせる。

　彼の香りに包まれて、本能的な部分が大きく揺さぶられるのが分かった。目の前の男に塗りつぶされ、染め上げられていく感覚に、真優はぶるっと体を震わせた。

「く、ぅぅっ……ン、ぁ……ァ、あっ」

　切ない声を上げる真優に、千景の呼吸が少し乱れる。律動を刻むに従って荒くなっていくそれを感じながら、真優は体内に受け入れた肉塊の熱さに目が眩んでいた。

（熱くて――すごい、溶けちゃいそう……）

　今まで、セックスでこんな風に乱れたことがあっただろうか。

　巧みな愛撫と意地悪な声、そして甘い責めに翻弄された真優は、未知の愉悦に歓喜の声を上げる。

「あ、あ――千景さんっ、ァ、もっ、変にっ……」

　ゴツゴツと何度か奥をノックされて、目の前で火花が散る。

　限界を迎えた真優はそれまで握りしめていたシーツから手を離し、彼の背中にぐっとその手を回した。

「達くんだな？　真優――」

　切なく自分を呼ぶ声が、鼓膜を焦す。

　矢も楯もたまらずにこくこくと頷く真優に、千景はごちゅんっと一番奥を穿った。

「ひァ、あっ――ァ、あんっ！」

　奥の奥までたっぷりと満たされて、真優の体が大きく震える。きゅうぅっ……と収斂した膣内から、快楽が奔流となってその視界までを塗りつぶした。

「んぁ、ぁ――ッふ、ぁ、あっ！」

　びくんっと体が跳ねたかと思うと、世界が真っ白に塗りつぶされる。

　規格外の愉悦を与えられた真優は忘我の極地へと押し上げられ、一瞬体を強張らせてからようやく息を吐いた。

「は、はぁっ、ァ、あ……」

「うまく達けたな……だが、もう少し耐えてくれ」

「耐え……ぇ、ぁっ……！」

　だが、彼女が達したからといって千景の手は止まらなかった。絶頂を極めて敏感になった蜜壺に自身を押し込むと、ぐぷぐぷと卑猥な音を立てながらその場所を何度も突き上げてくる。

「ぁうっ、ァやぁっ……！　ァ、千景さんっ……や、そこダメぇっ！」

「ッは、真優――真優、頼む……もっと……」

　彼がなにを言いたかったのか、理性がすっかり蕩けた真優の頭では理解ができない。

　しかし、何度か蜜窟の中で自身を扱いた千景は、ややあってから低い唸り声とともに真優を寄せた。

「ぐ、っ……は、はぁっ……」

　千景が小さく体を震わせると、ゴム越しに熱いものが吐き出されたのがわかる。じわじわと膣奥が熱くなるのを感じながら、真優もひくんっと小さく体を跳ねさせた。

「あ、あ――ぁ、ンっ……」

　先ほどに比べると穏やかではあるが、それでも敏感な体はあっけなく絶頂を迎えてしまう。

　脱力して崩れおちた千景に抱きしめられながら、真優はぼんやりと天井を仰いだ。

（わたし……本当に社長としちゃったんだ――）

　疲労感で目蓋が下がってくるのに逆らわず、真優はそっと目を閉じる。

（朝、起きたら……全て元通りに、なるのかしら）

　睡魔に誘われるままゆっくりと眠りに落ちていく真優は、やがて健やかな寝息を立てはじめる。

「真優？　眠ったのか……そうか」

　その様子を見て、射精の余韻から我に返った千景がふっと息をこぼした。

　汗で濡れた髪をそっと払ってやりながら、彼は大切な宝物を見るようなまなざしで真優のことを見つめる。

　おやすみ、と声もなく呟かれた言葉は、そっと部屋の静けさに溶け込んでいった。

















第二章　甘く蕩けるような夜を












（まずい、遅刻だっ！）

　体が急速に浮上する感覚とともに、ひどい頭痛を覚えて真優は目覚めた。

　足に引っかかる生ぬるい布の感触に目を細めながら、彼女は周りを見回して息を吐いた。壁に掛けられた時計は、まだ朝の六時十五分を指している。

「あ……よかった、遅刻じゃない……って、ここは――」

　普段起きる時間より三十分以上早いことに安堵した真優だったが、見慣れない内装の部屋と室内に漂う気怠げな空気――そして、下着以外なにもつけていない自分の腰に絡む男の腕を見て、頭の中が真っ白になっていく。

「そ、っか……わたし、昨日社長と……」

　まるで真優のことを抱き寄せるかのように回された腕の主――上司である御厨千景は、まだ夢の中にいるらしい。

　起きているときよりも少し幼く見える寝顔をまじまじと見つめながら、真優は昨日の出来事を思い出した。

（まだ夢みたいだけど、現実なのよね――）

　元恋人に脅されそうになっていたのを千景に助けてもらい、そのままホテルで一夜をともにしてしまった。

　千景本人は公私混同するような人物ではないが、真優がこれまで通り彼と接することができるかと言えばその自信はあまりない。

（でも、社長はきっとこれまで通り接してくれるだろうし……昨日のことだって、わたしのことを慰めてくれただけ、だよね）

　甘い言葉を何度も囁かれたが、それはきっと彼なりのリップサービスだったのかもしれない。下着が着せられていたのは少し恥ずかしかったが、そこは部下を気遣っての行動だったのだろう。

「……ありがとうございます、社長」

　それこそ、真優にとっては夢のような時間だった。

　想いを寄せている男性と、ほんの一時だけでもひとつになることができたのだ。本来なら許されないことだが、このことは胸にしまって、またいつも通りに仕事をしよう。

　そう決意した真優はもう一度シャワーを浴びようと、腰に絡んだ千景の手をゆっくりと外そうとした。

「もう、名前では呼んでくれないのか？」

　すると、存外はっきりとした声が鼓膜を叩く。

　視線を落とすと、ベッドに横たわったままの千景が片目だけを開けて真優の方を見つめていた。

「社長――お、起きていらしたんですか」

「さっき起きたところだ。本当だったらあなたの寝顔を堪能したいところだったが……残念ながら出社の時間も迫っている。俺は一度自宅に戻って、必要な資料だけを取ってくるが――」

　大丈夫そうかと尋ねてくる千景の視線は優しく、昨日の凄艶さは鳴りを潜めていた。

　だが、ふとした拍子に目に入る彼の鎖骨やむき出しになった上腕の筋肉が、否が応でも昨夜の記憶を呼び起こす。

「だ、大丈夫です。わたしもこの後、いったん自宅に戻って着替えます。その……社長、昨日は」

　たくさんの迷惑を掛けてしまったことを詫びようとする真優に、千景は片眉を上げてそれを制した。

「頼むから謝るな。俺は昨日の発言を撤回するつもりはないし、あなたにはすべて本心を伝えたつもりだ。……言葉のまま受け取ってくれ」

　そう言うと彼は気怠げに体を起こして、サイドテーブルに置いてあった眼鏡をかけ直した。真優と同じように下着姿のままだったが、彼は手早く着替えを終えてしまう。

「チェックアウトまでは時間もある。多少出社が遅れても、今日は大目に見よう……シャワーを浴びて、昨日の言葉の意味を考えておいてくれないか」

「社長が、昨日仰ったことですか……？　でも、それって」

　千景は、真優に惚れていると言っていた。

　それを言葉通りに受け取ってしまってもいいものか――そう悩む真優に、千景はゆっくりと首を振った。

「すぐに結論を出せとは言わない。むしろ、じっくりと考えてくれ」

「は、はい……」

　最後にジャケットを羽織った千景をベッドの上で見送ってから、真優はのそのそと動き出してシャワーを浴びた。

　けれど、なにをしていても千景の言葉が頭をよぎって離れない。

　本心を伝えたという千景の言葉は、恋人同士のように甘く、普段のストイックな姿からは想像もできないものだった。

（社長は、わたしのことが好きだったの……？　でも、今までそんな素振りを見せられたことはないし……）

　身支度を調えてホテルを出ても、もやもやとした考えはなかなか消えてくれない。

　やはりこのままだと、仕事に支障を来してしまいそうだ。だが、だからといって今日の仕事をいきなり休むというわけにもいかなかった。

「……社長みたいに、割り切って仕事ができればいいのに」

　千景は自らも勤勉に仕事をこなすが、それと同じくらい秘書の真優の仕事にも厳しい。強く叱責されたことはなく、一度の失敗であったらそれほどお咎めもないが――このままだったら、憧れていた彼に仕事の出来で失望されてしまうだろう。

「――だめだ、一回家に帰らないといけないから……もう、開発室に戻してもらえないかな……」

　なにをどう頑張っても、このあと社長室で千景と顔を合わせることになる。

　家に帰って服を着替えた真優は、深く息を吐いて肩を落とした。メイクをしてどうにか気を引き締めたが、それでも憂鬱なものは憂鬱である。

「はぁ……本当に、どんな顔して仕事すればいいのよ……」

　今日は秘書室に籠もって仕事ができないだろうか。

　来客の予定もないし、昨日のようにどこかで取材を受けるということもない。会議にはいくつか出席するが、海外支社とのやりとりはいつもオンラインツールをつかっているし、社内会議だってそこまで長引きはしないだろう。

　そう考えながら会社に向かおうとすると、真優のスマートフォンがメッセージの着信を知らせてくる。送信者は千景からで、自宅に戻ってから用事ができたため少し出社が遅れるとのことだった。

「社長が遅れるなんて、めずらしい……なにかあったのかしら」

　千景が普段重役出勤をすることはまずありえない。

　一般の社員と同様に始業時間から仕事を始め、外出する用がないときはきっちり定時には仕事を終える。

　その彼が仕事に遅れるというのも珍しい話だとは思ったが、真優は特に詮索をすることもなく『かしこまりました』という一文を返した。

（朝の仕事は、社長がいないうちに終わらせた方がよさそうね）

　千景が来てしまえば、もしかしたら仕事に集中できなくなってしまうかもしれない。そう思った真優はそのまま会社に向かい、秘書室で雑務をこなすことにした。

「明日の会食……レストランの予約は終わってるし、宣伝資料も用意してる――えぇと、あとなにか忘れてなかったっけ」

　真優に宛てがわれている秘書室は、それまで仕事をしていた企画開発室のそれよりも一回り大きい。コピー機が置かれていたり秘書課で使用するパソコンの予備などがあるにしても、彼女一人でそこを使いこなすのはなかなか大変だった。

　やはり今日は仕事にどことなく身が入らない。最低限やるべきことはできていても、それ以上なにかをしようとすると途端に頭の中がふわふわとしてしまう。

（いけない……完全に気持ちが緩んでるわ。少し休憩して、社長がくる前になんとか調子を戻しておかないと）

　昨夜の余韻で浮ついているところなど、これ以上千景に見せるわけにはいかない。

　真優は自分の頬を軽く両手で叩くと、気合いを入れなおそうと大きく息を吐いた。

　次の瞬間、扉をコンコンとノックする音が聞こえてくる。

「は、はい！」

　来客があるとは聞いていないので、恐らく社員の誰かだろうか。

　扉を開けようとそこに近づくと、その向こう側からは軽快な男性の声が聞こえてくる。

「あっ、大城さん？　久しぶり！　晶だけど、今兄貴っている？」

「……御厨室長。お久しぶりです」

　聞き慣れた声に小さく笑みを浮かべた真優は、ドアの向こうに立っていた人物――晶に頭を下げた。

「社長は少し出勤が遅れるとのことでしたが、もうそろそろいらっしゃると思います。こちらでお待ちになりますか？」

「あー、じゃあ待たせてもらおうかな」

　相変わらずラフな服装の上に白衣を一枚羽織っている晶は、ニコニコと人当たりの良い笑みを浮かべて社長室の中に入ってきた。

「兄貴が遅刻なんて珍しいね。なにかあったの？」

「いえ……わたしも詳細は聞いていないのですが、用事があると仰っていました」

「ふぅん。ねぇ大城さん、仕事は慣れた？　急な異動だったし、兄貴はあんな感じだから仕事大変じゃない？」

　異動してからはあまり会話を交すことがなかったが、晶はそれとなく真優のことを気に掛けていてくれたらしい。

　コーヒーを淹れて、慣れた様子でソファに腰掛けていた彼に差し出すと、真優は自然な笑顔を浮かべることができていた。

「はい。おかげさまで、なんとか頑張れています。まだ社長にはご迷惑を掛けてばかりですが……学ぶことも多いので、社長の側で仕事ができるのは楽しいです」

「そっか、それならよかった。兄貴堅物だからさ、長年弟やってるオレは割と理解できるけど、言葉も足りないところあるじゃない？　だから、大城さんが仕事辛いって思うときもあるんじゃないかって思ってたんだよね」

　確かに、千景は無駄な会話などはしないタイプだ。

　多少世間話をすることがあっても長続きはしないし、昨夜まで長く言葉を交したこともなかった――そう、自然と昨日のことが思い出されて、思わず頬が熱くなる。

（な、なに考えてるの!?　やだ、室長の前でこんなこと考えるなんて……）

　これは重症だ。よりによって仕事中に、彼の弟である晶の前でこんなことを考えてしまうなんて――頭を抱えてしまいたいのを堪えながら、真優は先ほどとは打って変わってぎこちない笑みを浮かべる。

「どうしたの、大城さん。なんか体調悪そうだけど……もしかして、兄貴になにか酷いこと言われた？」

「いえ、そうではなくて……その、昨日少しトラブルがありまして」

「トラブル？　ウチの製品のこと？　それとも、大城さん個人の問題？」

　晶はふと顔を上げると、薄く眉を寄せた。

　こうして見ると千景と晶はかなり表情が似ている――ぼんやりとそんなことを考えながら、真優は軽く頭を掻いた。

「わたし個人の問題です。お恥ずかしい話なんですが、別れた恋人と出くわしてしまって……社長に助けていただいたんです」

「兄貴が？　へぇ、ヒーローみたいなことしてるんだね。でも、そっか……なるほどなぁ」

　コーヒーを一口飲みながら、晶が少し深刻そうな表情を浮かべる。彼はちょいちょいと手招きをして真優を隣に座らせると、内緒話をするように声を低くした。

「助けてもらったってことは、あんまり円満な別れ方はしてないんだね」

「は、はい……たまたま社長が来て下さって、本当に助かりました」

　さすがに昨夜なにがあったかを晶に言うことはできない。真優は熱くなりそうな頬を軽く押さえて、何度か頭を下げた。

　すると晶はポンと手を叩き、いつもの調子で彼女に笑いかける。

「じゃあ、もう少し兄貴のこと利用してみたら？」

「――はい？」

　利用とは、どういう意味だろうか。

　頭に疑問符を浮かべる真優に、彼は簡単な説明をしてくれる。

「だからさ、大城さんはその元カレに嫌な思いをさせられたんだろ？　そういう奴が近くにいるっていうだけでも危ないし……兄貴が側にいれば、そいつも大城さんに近づいてこないだろうからさ」

「それはさすがに、社長に失礼です。ただでさえご迷惑をおかけしたのに――」

「大丈夫でしょ。兄貴は気にしてないと思うよ？　それに、大城さんが困ってるのに放っておけるような男じゃないと思うけど」

　確かに、千景は困っている人間を放っておけるような冷血漢ではない。だが、だからこそ彼に迷惑は掛けたくなかった。

　ただでさえ散々蕩かされてまともに仕事もできないような状態なのに、千景の前でこれ以上なにかミスをすれば側で仕事をすることもできなくなってしまう。

　だが、言葉が巧みな晶になんと返せばいいのだろう――真優がそう考えあぐねていたとき、ガチャリと音を立てて社長室のドアが開いた。

「なにをしている、晶」

　低い声が、真優の鼓膜を打つ。

　普段よりやや不機嫌そうな声をした千景が、重苦しい表情で晶と真優を交互に見比べた。

「おはようございます、社長」

　慌てて立ち上がった真優が頭を下げると、千景は小さく「おはよう」と返してくれる。

　その鋭い視線は晶に向けられたままだったが、当の晶本人は相変わらず温和な笑みを浮かべて実兄を見上げていた。

「あ、おはよう兄貴。兄貴に話があってきたんだけど、まだ出社してないって聞いたからさ。可愛い元部下を兄貴がいびり倒してないか確認してたんだよ」

「馬鹿なことを……用件はなんだ。大城さんの手を無駄に煩わせるな」

　呆れたように息を吐いて用件を尋ねる千景に、晶は白衣のポケットからＵＳＢメモリを取りだした。

「これ、前に言ってた新ブランドの主力ライン一覧。メールでもよかったんだけど、レシピとか全部載せてあるからオレが持ってきたんだ」

　新しいブランド――新体制となってから展開されるブランドは、千景本人の評価に直結するものだ。

　前社長の時代に発表され、ミクリヤの名前を国内外に知らしめることになった主力ブランド『アレグリア』と匹敵か、それを凌駕するような売り上げを記録しなければならない。

　その開発は厳密な管理体制で行われ、秘中の秘と言える香水のレシピは、今は開発部の限られた人間しか知ることができない。

「あぁ、わかった。あとで目を通しておく……それと晶、午後から会食の予定ができた。お前も参加しろ」

「はぁ、会食？　やだよ。オレそういうの苦手だって、兄貴が一番よく分かってるだろ」

「理解はしているが、今日はそうも言っていられない……湊元みなもとケミカルの社長から、親父に連絡がいったらしい」

　湊元ケミカル――その名前が出た瞬間、晶の表情が目に見えて引きつった。

　国内の化学工業メーカーでトップシェアを誇る湊元ケミカルは、ミクリヤコーポレーションの主要な取引先のひとつだ。

「兄貴が一人で行ってくれよ……湊元社長に気に入られてるのはオレじゃなくて兄貴だからな？　上海支社の時になんかやったんだっけか」

「俺は特別なことをした覚えはない。とにかく、お前も呼んで昼食でもって話だ……よければ大城さんにも同席してもらいたいんだが、大丈夫そうか？」

　千景もどこかうんざりした様子で弟に指示を出してから、ちらりと真優の方を見る。

　急に話を振られた真優は目を大きくして、本当に自分のことを言っているのかと首を傾げた。

「わたしですか？　それでは、場所のセッティングを？」

「いや、単純に俺の秘書として同行するだけでいい。もちろん、なにか予定があるのならばそちらを優先して構わないが……」

　他社の重役との会食も、千景の仕事のひとつである。

　それに、今日はそれほど差し迫った予定もない。会議もランチの前後で調整すれば、それほど影響は大きくないだろう。

「ですが、お二人が個人的にお誘いされているのでしたら、わたしがいてお邪魔にはなりませんか？」

「ならないよ。どうせ湊元のオッサンが、自分の娘を兄貴に紹介したいだけなんだからさ。それに、秘書の大城さんが同席してたら向こうも無駄話はできないだろうし」

　よかったら是非、と更に背中を押してくる晶と、申し訳なさそうな表情を浮かべる千景――その両方を見比べて、真優はこくんと頷いた。

「わ、わかりました。同行させていただきます」

　千景の側にいたら仕事ができないのではないかと思っていたが、彼がいなくても結局つい余計なことを考えてしまう。

　それならば、いっそのこと外に出ていた方が気が楽だ。

「葛城には伝えてある。場所はビストロ・ブランシェに十二時だ。今から向かえば間に合うだろう。大城さん、俺のノートパソコンを用意しておいてくれ」

「かしこまりました。すぐにご用意いたします」

　心から乗り気しないという表情を浮かべる晶は、白衣をジャケットに変えると言って一度開発室に戻ってしまった。

　車の中でも仕事を進めたいという千景の希望で仕事道具を揃えていた真優だったが、二人きりの空間は会話もなく静まりかえっている。

　なんとなく居心地の悪さを感じながら準備を済ませると、千景の方から真優に話しかけてきてくれた。

「大城さん」

　真優、と呼んでくれたのは、昨夜と今日の朝だけだ。

　それを言ってしまえば真優自身も、あれから千景のことは名前で呼んでいないのだが、その僅かなニュアンスの違いに胸が苦しくなる。

「はい……どうされましたか、社長」

「晶になにか言われてはいないか？　というか、随分親しげに話していたようだが――まさか、本当に俺にいびられている話をしていたのか？」

「いいえ、昨日社長に助けていただいた話をしたんです」

　千景と晶は仲の良い兄弟だ。少なくとも真優にはそう見えている。

　同族経営の巨大企業としては珍しく、親族間の対立が少ないのもミクリヤコーポレーションの特徴のひとつだった。

　晶は社長としての千景を尊敬しているし、千景もまた現場第一線で活躍する晶のことを尊重している。互いが互いを悪く言わないと知っているから、真優も安心して晶の話題を出すことができるのだ。

「……晶はずるい」

「え？　今なにか仰いましたか？」

「いや――なんでもない。そろそろ出るか。晶を待たせているかもしれない」

　ぽつりと千景が呟いた言葉は、真優には聞き取ることができなかった。

　一瞬だけぽかんとした表情を浮かべていた真優だったが、彼の言葉に突き動かされて社長室を後にした。高層階用のエレベーターを使って地下にある駐車場へ向かう。

　運転手の葛城が乗り込んでいる車の中には、既に晶が待機していた。

「お待たせしました、御厨室長」

「そんなに待ってないよ。あーあ、こんなことだったら先にランチの約束取りつけておくんだった……」

　なおもブツブツと不満をこぼす晶に、真優は不思議そうな表情を浮かべた。

　研究者気質を垣間見せることがある晶だったが、コミュニケーションに関してはむしろ得意な部類だといえる。誰かを悪し様に言うことも少ない彼が、ここまで湊元ケミカルとの会食に向かうのを嫌がっているのには理由があるのだろうか。

「珍しいですね。室長がそこまで会食を嫌がるなんて……」

「確か――晶はフランスから戻ってきて、一年湊元ケミカルの子会社で働いていたんだったか」

「え、そうなんですか？」

　晶は本場フランスの大学に留学し、そこで香水についての知識を身につけて日本に帰国した。それは知識として知っていたことだが、彼が湊元系列の会社にいたのは聞いたことがない。

「そうそう。今じゃ思い出したくないから、あんまり言わないようにしてるんだけど……社風がオレに合わなくてさ。社長のオッサンも苦手だし、親父が絡んでなかったら絶対行かなかった」

　化学香料の研究員として就職した晶だったが、そこであまり良い思い出を作ることができなかったらしい。

　結局ミクリヤ本社の研究職として会社に呼び戻されてからは、働いていた一年間のことをあまり語らないようにしていたそうだ。

「そうだったんですか……長らく室長の秘書をやっていましたが、全然知りませんでした」

　新卒から晶の元で働いていたのだが、彼にそんな過去があったのは初耳だ。

　すると、晶は微妙な表情を浮かべて頭を掻いた。それほど、彼にとっては苦い思い出があるのだろう。

「そこへいくと、ウチはかなりやりやすいよ。実力主義って程じゃないけど、ある程度成果出してれば自由はきくしさぁ……ガチガチの年功序列の会社って、オレ相性悪いんだよね。兄貴はそこのところ融通きかせてくれるから」

「……上海支社の前はロンドンにいたが、日本の年功序列は既に形骸化しているように思う」

　確かに、真優でさえそう思うことがある。国内では年功序列が撤廃されている企業も珍しくはないし、海外に住んでいた経験がある御厨兄弟ならばなおさらそれを感じていたかもしれない。

「無論、長年培われた知識や経験は宝だが、皆が皆それを持っているとは限らないからな。与えたチャンスをモノにしてくれる人間なら、新卒でもすぐに管理職まで引き上げるさ」

　千景の考えはミクリヤコーポレーションの経営方針にも反映されており、確かに実績さえ上げれば昇給や昇進はしやすい環境にある。

「というわけで、オレは湊元ケミカルと相性悪いんだよね。向こうの社長さんが気に入ってるのも、オレじゃなくて兄貴だしさ。なんでも、自分の娘と兄貴を結婚させたがってるとか」

「えっ、そうなんですか？」

　企業間での利益を考えたとき、政略結婚というのは手っ取り早く会社同士の利益を上げることができる手段ではあるかもしれない。

　だが、さすがに時代錯誤ではないだろうか。

　そう思いながら千景の表情をちらりと見ると、彼は眉間に皺を寄せて重い息を吐いた。

「向こうの考えはわからんでもないが、俺にそのつもりはない。例え今日、湊元社長にその話をされても断るだけだ」

　結婚の話が浮上していること自体は否定しなかったが、その気はないときっぱりと言い放った。

（な、なんでわたし、ちょっとホッとしてるんだろう……）

　千景がそう言い切ってくれたことで、心の中でなにかがストンと落ちたような気がする。

　真優はそれを気取られないよう、スケジュールが書いてある手帳を開いてその文字を眺めていた。顔を上げると、余計なことを考えてしまいそうだ。

「そうだよね、だって兄貴って――」

「おい、晶！　……到着したぞ。大城さん、悪いが取次ぎを頼む」

「かしこまりました、少々お待ちください」

　車がビストロの前に到着すると、真優は店の中に入って予約を確認した。確かに湊元ケミカルの社長の名前で、個室が予約されているようだ。

「社長、御厨室長、お待たせいたしました。二階の個室に、すでに湊元社長がいらっしゃっているとのことです」

　そう伝えると晶の方はまた表情を崩したが、千景は颯爽と車から出て店の中へ入っていく。

「湊元社長、お久しぶりです。お誘いいただきありがとうございます」

「おぉ千景くん！　それに晶くんも来てくれたのか。急に食事を申し入れたのに、わざわざ来てもらってすまないね」

　店員に案内された二階の個室には、恰幅の良い初老の男性が座っていた。

　彼こそが湊元ケミカル代表取締役社長、湊元勝彦――真優も何度か、経済界の人間が集まるパーティでお目にかかったことがある。

「お父様はご健勝かね？　電話をした時は元気そうだったが、昨年手術をされたそうじゃないか」

「父は社長職を退いてから療養を行っておりまして、最近は体調もかなり回復しているようです」

　快活に笑う湊元社長に、千景はよどみなく受け答えをしていく。

　彼が必要なことに答えていれば、湊元社長も晶に話を振ることはないのだろう。椅子に腰掛けた二人の後に控えながら、真優はその様子をつぶさに観察していた。

「そちらの女性は、晶くんの秘書の方かね。以前アレグリアの新作披露パーティで見かけた気がするが」

「以前は晶の秘書でしたが、今は自分の秘書をしてもらっています。大城さん、あなたも座って」

「はい、失礼いたします」

　椅子を勧められ、ようやく真優は晶の隣に腰を下ろした。

　千景がなにか言いたそうにこちらを見つめていたが、真優はあくまで彼の秘書として背筋を伸ばし、湊元社長に頭を下げた。

「ははぁ、若いのに優秀だ。美人の秘書というのは、それだけで仕事に対するやる気が変わってくる。晶くんも、こんな美人さんをお兄さんに取られたんじゃ悔しいだろう」

「いや、まぁ……」

　大声で笑う湊元社長とは反対に曖昧な笑みを浮かべる晶の様子を見て、真優は晶が本心から湊元社長を苦手としているのがわかった。

（確かにこれは、室長が苦手なタイプの人ね……）

　晶も兄同様、性別や年齢ではなく個人の能力で他人を評価している。「女性だから」とか「若いから」という価値観は、恐らく彼の中には存在していないのだろう。

「えぇ、確かに大城は優秀です。だから晶に無理を言って、俺の直属にしてもらったんですよ」

　すると、千景は炭酸水が入ったグラスに口をつけて二人の話を遮った。

　彼はベテラン社長に臆することなく、口元に笑みを浮かべながら湊元社長と相対している。

「なるほど、やはり千景くんも若いな。ウチの娘とも年が近い。この後食事をとりにここに来るように言ってあるんだが――」

「そうでしたか。娘さんにも是非ご挨拶をさせてください……弊社の大城も、若いながら立派に俺を支えてくれています。公私にわたって、彼女には助けられてばかりですよ」

　話をやんわりと自分の娘の方へ誘導しようとした湊元社長に、千景もそれとなく反撃する。

　そのやりとりは見ていてどこかヒヤヒヤするものだったが、ふとその中に不穏な言葉が混じっているのを聞いてしまった。

「しゃ、社長」

「事実だろう？　スケジュール管理から食事会のセッティング、果てはジムの時間を通知してくれたり……私生活においても、俺はあなたがいないとなにもできない」

　じっと真優の方を見つめてくる千景に、思わず真優は目を見開いた。

　いくら彼女が千景の秘書であっても、彼が通うジムの時間までは管理していない。これではまるで、本当に真優が彼の恋人かなにかであるかのような言い方だ。

「それは――また、随分と仲が良い」

「そうですね。あまりに彼女と仕事をすると居心地がいいので、弊社で社長室付きの専属秘書は彼女だけです」

　そんなやりとりを聞きながら、真優は唖然とした表情で千景の方を向いた。これではあらぬ誤解を生んでしまう――そう思ったが、すかさず晶がウィンクをするように片目を閉じる。

「ごめん、兄貴に話を合わせて」

　二人だけにしか聞こえないような声音でそう指示を出されて、真優はようやくそこで千景の本意に気づいた。

　恐らくこれから、湊元社長の娘がこの店にやってくるはずだ。それを早いうちに牽制しようという狙いがあるのだろう。

「そうか……いやはや、そうであるなら早く言ってくれればよかったものを。千景くんにも晶くんにも浮いた話のひとつも聞かないから、是非うちの娘をと思っていたんだが――」

「ご心配には及びません。自分の人生を共に生きる相手は、自らの目で選ぼうと思っています。父や祖父も、そうして母や祖母を伴侶に選びましたから」

「あ、あぁ……この話はいずれ、伸明のぶあき会長ともさせてもらおうかな」

　これ以上の深追いはまずいとおもったのか、湊元社長が一歩引き下がる。

　晶がもう一度片目を閉じたので、恐らく当面の危機は逃れられたはず――自分が会食に呼ばれた意味はこれだったのかと、真優は内心で溜息をついた。

（秘書とプライベートでも関係があるって言われる方が、湊元ケミカルのお嬢様と結婚するよりずっといいってこと……？　経営陣の考えは、やっぱりよくわからないわ）

　人間的に得意苦手があるにしても、あの千景がここまで他人を牽制するというのもめずらしい。

　とはいえ、彼の言葉にほんの少しだけドキドキしてしまったのは本当だ。いつもならば軽く受け流せていた話だろうに、昨日のことがあるから妙に意識をしてしまう。

「お父さん、お待たせ――あっ、御厨さん……」

　悶々とそんなことを考えていると、湊元社長の娘が顔を出した。

　現在湊元ケミカル傘下の企業に勤めている彼女は典型的な大和撫子のような華やかさを持っていた。

　この会食のことは聞いていなかったのか、彼女はその美しい顔立ちに不思議そうな表情を浮かべている。

「どういうこと？　御厨さんたちが来るなんて聞いてないんだけど」

「いや、その……一度お前を御厨社長にご紹介したくてな」

「なにそれ、そんなことで呼び出したの？　もう、すいません皆さん。父がわがままを言ってしまったようで……」

　穏やかな見た目と反して、娘の方は父親の思惑通りには動くつもりがないらしい。

　申し訳なさそうに千景と晶、そして真優の方にも順番に頭を下げてくる。今回の会食は、完全に湊元社長の独断で執り行われたのだ。

「いえ、お気にならさず。経営者の先達として、湊元社長のお話から学ぶことは多いです。ですが、この後も会議があるので――十四時にはお暇させていただきます。大城さん、予定はそれで大丈夫そうか？」

「はい、十四時でしたら問題はございません」

　真優がそう言うと、千景も満足そうに頷いた。どうやら今日の会食は、彼の出方が一枚上手だったらしい。

　その後つつがなく食事が終わり会社に戻ると、千景は社長室で会議の用意をする真優を引き留めて頭を下げた。

「ど、どうなさったんですか……」

「すまない。咄嗟のこととはいえ、あなたに不快な思いをさせてしまったかもしれない。湊元社長はああいう人だから、牽制しようと思ったら強く出るしかなかったんだ」

「え……あぁ、さっきのことですか？　気にしていません。御厨室長からも、社長のお話に合わせるようにと指示をいただきましたから」

　彼が言っているのは、先ほどの会食でのことだろう。

　最初は驚いたが、結果として千景の考えていることは理解できる。晶に教えてもらったということもあったが、ああやって上手い具合にハッタリを織り交ぜていかないと、湊元社長のように長い間経営に携わってきた人間とは渡り合えないのだろう。

　気にしないでほしいと両手を振ると、千景はどこか不満そうな表情で真優の手首を掴んだ。

「ぅ……」

「……あなたは、俺よりも晶と仲が良いように見える。まぁ、あいつのところで働いていた期間の方が長いからというのもあるだろうが」

　思いの外強い力で手首を掴まれ、思わず声が漏れる。

　だが、千景はその手を緩めることなく、吐息混じりの低い声を真優の鼓膜に絡めてきた。

「正直に言おう。俺は、弟に嫉妬している」

「し、嫉妬……？」

「あなたは俺の秘書なのだから、晶の方があなたと親密にやりとりをしているというのは……少し、気にくわない」

　じっくりと言葉を選んだ千景がやっと口に出した言葉は「気にくわない」の一言だった。

　彼がこんなことを言うのは本当に珍しいと思いながら、真優はそっと頭を下げる。確かに、秘書として同行した自分が開発室の室長とばかり話していては、千景の評価にも関わるかもしれない。

「え、っと……申し訳ありません。社長の秘書として会食に参加させていただいたのに」

「いや――別に、大城さんが全て悪いわけじゃないんだが……まぁいい。上海支社と通話を繋いでくれ」

　なにかを言いたげに口ごもった千景だったが、真優は言われたとおりに通話を繋ぐ――終業時間が訪れるまで、二人はすこしぎこちなく仕事を進めることになった。
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　ミクリヤコーポレーションの終業時間は十九時だ。残業も以降一時間までと決まっており、社員の大半はこの時間になると帰宅の準備を始める。

「大城さん、この後予定はあるか？」

「予定ですか？　いえ、特には……」

「そうか。それなら家まで送ろう。また例の輩が現れでもしたら困るからな」

　千景も終業時間きっかりに仕事を終えるため、彼を送り出してから帰宅の準備をしよう――そう思っていた矢先に、彼から声が掛けられたのだ。

「昨日のことがあったばかりで、あなたを一人で帰すわけにもいかないだろう。乗っていきなさい」

「そんな、悪いです……ただでさえ、社長には昨日ご迷惑をかけてしまいましたし」

　昨日、良一が家の近くに現れたことを思い出すと、確かに背筋がひやりとしてしまう。けれど、だからといって千景に送ってもらうのも気が引ける――否、気が引けるというより、彼が真優にあれこれと手を尽くしてくれることで彼の評判に傷が付くのだけは避けたかった。

「迷惑だなんて思ってない。優秀な秘書が暴漢に襲われたとなったら一大事だ。いいから、甘えておきなさい」

「わ、わかりました。ありがとうございます。お言葉に甘えさせていただきますね」

　コートを着た千景にそう言われてしまっては、真優も頷くしかない。

　結局今日も葛城の運転する車に乗って家まで送ってもらうことになったのだが、ひとつだけお願いしたいことがある。

「社長、その……最寄りのコンビニで降ろしていただいてもいいでしょうか」

「コンビニ？」

「はい。生活必需品を少し買っておきたいので」

　調味料が少し切れていたので、それを買い足しておきたい。休日にまとめて買い物には行っているが、時折マヨネーズやコショウなどを買い忘れてしまっていることがあった。

「わかった。それなら家の近くのコンビニを教えてくれ」

　そう頷いてから車に乗り込んだ千景にもう一度お礼を言って、真優も後部座席に腰を下ろす。

　車内は走行音もなく揺れも感じない、静かな時間が流れるばかりだ。

（なにか喋らないと気まずい、けど……）

　仕事のことで確認事項はないかと思考を巡らせたが、生憎彼の承認や確認が必要な案件は全て完了している。

　かといって、プライベートな話題を千景に振るのも気が引けた。あとはもう天気の話くらいしかすることがない――そう思っているうちに、家の近くのコンビニへ車が到着した。

（た、助かった……社長と話すことがないなんて、今まであり得なかったのに）

　これまではそれとなく日常的な会話もできていたし、秘書として会話の話題は広げられるようにしていたのだが、やはり昨夜のことを思い出してしまっていつも通り彼に接することができない。

「到着しましたね……ありがとうございます。ここで結構です」

「あぁ、そうか」

　内心困り果てているのを千景に悟られないように、車を降りた真優は深く頭を下げた。後は買い物をして、家に帰ってゆっくりしよう。

「……しゃ、社長？」

　――そう思っていたのだが、なぜか真優に続いて千景までもが車を降りる。

　なにか用事があるのかと思っていると、車はあっという間に二人を置いていってしまう。

　ぽかんとした表情を浮かべる真優に、千景はなんでもないように肩を竦めた。

「言っただろう？　家まで送ると――それに、俺にも少し用事がある」

「用事……社長が、コンビニにですか？」

　私生活でも規則正しい生活を心がけている千景が、コンビニで買い物をしている姿が想像できない。

「社長だろうが会長だろうが、コンビニくらいは寄るだろう。それより、何を買うんだ？」

「えぇと、マヨネーズです。ちょうど切らしちゃってて……週末にまとめて買い物に行こうと思ってたんですけど、ちょっと使いたかったので」

　驚きはしたが、千景も自分のことを心配してくれての行動だったのだろう。

（びっくりしたけど……社長にコンビニって、本当に似合わないわね。そもそも、生活感があんまりないから買い物をしてるっていう想像もしたことがなかったわ……）

　失礼だとは思いながらお目当てのマヨネーズを手にとって周囲を見回す――すると、千景は真剣なまなざしでスイーツコーナーの前に立っていた。

「あっ、ショコラプリン生大福……」

　千景の側にやってくると、真優の目に小さなお菓子が目に入った。

　コンビニで売っているスイーツは季節ごとのバリエーションも豊富なので、新商品が出た際は欠かさずチェックをするようにしていた。

　すると、その言葉を聞いた千景が片眉を上げる。

「もしかして、大城さんもこういう商品が好きなのか？」

「え？　は、はい。実は、このショコラプリン大福が出るのを楽しみにしてたんです。ＳＮＳでプロモーションされていたのが目に入って……もしかして、社長も甘い物がお好きなんですか？」

　千景の見た目からして、甘い物が好きな男性には見えない。

　彼の私生活はいまいち真優にも不透明だったが、彼が会社から帰ってきて小さなコンビニスイーツを楽しんでいるところはなかなか想像できなかった。

「意外だろうか？　日本に戻ってきてから、コンビニで売っているお菓子のうまさに驚いてな。元々甘い物が好きで、上海支社にいたときもよく現地のスイーツを買っていたんだが……」

「正直、ちょっと意外でした。社長って、家でもお水とかサラダチキンとかしか食べないようなイメージだったので」

　そう言うと、千景は軽く口角をつり上げる。

「そうか？　時々こういうものを食べると気分転換になる……が、ちょっと迷っているんだ。そっちのショコラプリン生大福も食べたいが、こちらのきなこ餅ロールケーキも気になっている」

「えぇと……両方購入されてはいかがでしょう」

　真優が一人で食べるとしたら少し量が多いが、千景なら問題ないのではないだろうか。

　そう思って尋ねてみると、彼は残念そうに首を振った。

「甘い物が好きといっても、量を食べられるわけじゃないんだ。この手のスイーツは足が早いだろう？　独り暮らしの冷蔵庫の中に、水と一緒にスイーツがぽつんと入っているところを想像してみろ。結構悲惨だぞ」

　だから、選べるものならここでどちらかを選びたい――そう呟いた彼の目があまりにも真剣そのものだったので、真優はマヨネーズを握りしめたままひとつの提案をした。

「……よければ、これからウチにきますか？　そちらのロールケーキをわたしが買いますので、半分社長に差し上げます。それでしたら食べられるのでは？」

　どうしてそんな提案をしてしまったのかと問われれば、完全に頭の中が混乱したからとしか言いようがない。

　昨日肉体関係を持ってしまった上司を家に上げるだなんて、それこそ千景から叱責されるかもしれない。

　言葉を発した瞬間に後悔した真優だったが、彼は軽く目を見開いて「いいのか？」と確認をしてきた。

「半分だったら食べられそうだ。だけど、本当に大丈夫なのか？」

「は、はい……その、お茶だけでしたら。社長には昨日今日と、なにかと助けていただきましたし」

　提案をしてしまったのは自分なのだから、今更撤回はできない。

　お礼といってはなんだが、お茶をしたらすぐに帰ってもらえばいい。そう頭の中で結論づけて、真優は自分が住んでいるマンションに千景を招待した。

（って……結局社長のこと、家に呼んじゃったなぁ……）

　まさか自宅に上司を呼ぶことになるとは思ってもみなかった。

　夜道を歩きながら、二人はとりとめのない会話を交す。すると、なにかが視界の隅で光ったような気がした。

「……ん？」

「どうした？」

「いえ……気のせいだったみたいです」

　自転車の反射板かなにかだろうか――視界にちらりと映った光は次の瞬間に消えていて、真優は軽く頭を振って話題を逸らした。

「そういえば――上京したときに、父がどうしてもこのマンションにしろって言うんです。あまり広い部屋じゃないんですけど、オートロックだからって」

「英断だな。娘を独り暮らしさせるなら、親としては安全には十分気をつけたいところだ。昨日の男を見ていたら、あなたもそう思うだろう」

「そうですね。今度、父にお礼を言おうと思います」

　六階建てのマンションの三階に暮らしている真優は、確かにその時の父の判断に感謝した。良一と別れてからは男性を部屋に入れたこともなかったが、出張などで家を空けることが多い彼女にとっては防犯面も気をつけなければいけない。

「どうぞ、社長」

「……失礼する」

　まさか尊敬する――ほのかな恋心を抱いている千景を、この部屋に招き入れることになるとは思ってもみなかった。

　心臓がとくとくと音を立てるのを抑えきれないまま、真優は上着を脱ぐとすぐにキッチンに立った。

「コーヒーでよろしいですか？」

「あぁ、すまない。なにか他に買ってくればよかったな」

「お気になさらず、社長は座っていてください」

　リビングで所在なさげにしている千景の姿がどことなく面白いが、真優だってそう気持ちに余裕があるわけでもない。

　買ってきたマヨネーズを冷蔵庫にしまい、ロールケーキを切り分けながらコーヒーを淹れて、ようやくそこで一息つくことができた。

（お礼をしたいとは思ってたけど、どうしてこんなことになっちゃったんだろう……）

　普通に考えて、昨日ベッドを共にした男をいきなり家に誘うのは非常識だ。

　ただ、あの場で真剣に悩んでいる千景がどことなく可愛かったから――あくまでお茶をするだけだと自分に言い聞かせて、コーヒーとケーキを千景の前に差し出す。

「どうぞ。コーヒーはインスタントしか置いていないんで、お口に合うかはわかりませんが……」

「十分だ。ありがとう……ふむ、きなこ餅と聞いていたが――確かに面白い食感だ。大城さんも食べてみるといい。大福も二つ買ってきたから、こちらも食べて感想を聞かせてくれ」

　切り分けたロールケーキを頬張る千景の表情は明るく、また彼の新たな一面を覗いた様な気がする。

「……あ、おいしいですね。大福は――えっと、あとで食べます。ショコラプリンって、珍しいですよね」

「あぁ。気づけば新しい商品が出ているから、いつも楽しみにしているんだ。それに、大城さんと一緒に食べているから味も格別なのかもしれない」

「そんな――あの、社長」

　上機嫌でケーキを食べていく千景に、真優はそっと目を伏せた。

　彼が、遊びでそんなことを言う人間だとは思えないし、思いたくはない。けれど、千景は神経質なほどに真面目な人間だ。昨日のことで責任を取ろうとしているのなら、その必要はないと伝えなければならない。

「それに、今日は連れ回してしまったからな。いくらなんでも急すぎる話で、俺も驚いたんだ――予定を滅茶苦茶にしてしまって申し訳なかった」

「いいえっ！　わたしは気にしていません。むしろ、大切な会食の場に連れていっていただいて、ありがとうございました」

　恐らく今日の会食は、千景にとっても不本意だったのだろう。まだ湊元ケミカルの社長は諦めていないだろうが、それでもいい牽制はできたはずだ。

「……これで、昨日の借りを返せたとは思いませんが」

「借りだと？」

　そう口をついて出た言葉に、千景はぐっと眉をひそめた。

　低い声にかすかな苛立ちを含みながら、彼は真優の方へと向き直る。

「あなたは――俺が、なにか見返りを求めてあなたを助けたと思っているのか？　それでなし崩し的に抱いたと？」

　鋭い視線が、まるで刺し貫くように真優を見据えていた。

　なにか気に触ることを言ってしまったかと口を押さえる真優だったが、千景は焦ったような表情を浮かべて彼女の手を握りしめた。

「ぁ……っ」

「冗談じゃない。俺は、何度もあなたに言ったはずだ。俺はあなたに惚れているし、あなたじゃなければあんなことはしない。どうして信じてくれないんだ？」

「それ、は――だって、わたしたちは上司と部下です」

「そんなこと、なんの関係がある？　社内恋愛なんて珍しいことでもない」

　千景の言葉を、真優は否定できない。

　確かにミクリヤコーポレーションは社内恋愛にも寛容であるし、事実社内婚をした人間も多く存在している。

　だが、千景の場合はあまりに状況が特殊だ。本来なら、真優のように普通の人間が焦がれていい立場の人間でもない。

　体をよじって千景から距離を取ろうとする真優に、千景は更に追い縋ってくる。

「それに、その言い方だとまるで……真優は俺のことが好きだが、社会的な倫理観が邪魔をして恋ができないと聞かされているみたいだ」

「……そんな」

「真優が俺に対して、職場の上司以上の感情を持てないというのならば諦めることだってできる。だが……そうじゃないなら、俺の気持ちをなかったことにしないでくれ」

　永遠とも思える静寂が流れて、真優が信じられないという表情を浮かべた。

（だって、どうしてわたしなの？　湊元ケミカルのお嬢様みたいに、社長と釣り合う女性はたくさんいるのに）

　たった一度、彼に助けられてベッドを共にしてしまった。

　けれど、言ってしまえばそれだけの話だ。彼のような立場の人間であれば、そういう関係もあるのではないだろうか。

　千景がそんなことをするはずはないとわかっているのに、言い訳じみた考えが真優の頭の中を支配する。

「なかったことになんて……できません。だって、そうしたらわたしは……」

　彼の言葉に頷いてしまえば、きっと好きという感情を我慢できなくなってしまう。

　だが、仮に千景が自分と同じ気持ちだったら――そんな希望が捨てきれなくて、真優は俯いて唇を噛んだ。

「それなら、なにを心配する？　不安なら何度も言おう。俺は真優に惚れているし、あなたも同じ気持ちであってほしいと思っている」

　真摯な視線が、まっすぐに真優を射抜く。

　その目に見つめられてしまうと、もう千景を拒むことなどできなかった。

「まさか、誰にでもこんなことをする男だと思われていたか？」

「いいえ――そうでは、ありませんが」

　三ヶ月の間想いを寄せていた相手に愛を囁かれて嬉しくないわけがないのだが、その一方で今までの関係を破綻させたくないと願う自分もいる。

　これまで、彼のそばで仕事ができれば満足だった。千景に心引かれたのは、そのストイックな仕事の姿勢や思慮深さが大きな理由だ。

　仕事という枠を外して彼を見た時、自分の中でなにかが変わってしまうのではないか――ひたすらに、真優はそれが不安だった。

「だったら、俺を信じてくれ。真優、あなたが好きなんだ。俺一人ではどうにもならないくらい、あなたを愛してる」

　縋るように手を引かれて、彼の腕の中に閉じ込められてしまう。

　爽やかな香水の香りが鼻先を掠めると、どうしても昨夜の艶姿を思い出してしまった。

「社長――千景、さん」

「そう、いい子だ。二人の時は、どうか名前で呼んでくれ」

　そう微笑んで鼻先にキスを落としてきた千景に、真優はもう抗えなかった。

　長い指で顎を捉えられて、唇をぱっくりと食まれてしまう。熱い舌が歯列をなぞると、真優の体は昨夜何度も感じた熱を思い出した。
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「んんっ……ふ、ぁ」

　蕩けるようなキスは、けれど昨日のそれよりも少し性急だった。

　真優の体を抱え上げた千景は自分の膝の上に彼女を乗せると、するりと首筋に唇を寄せてくる。

「ち、千景さん……待ってください、こんな――」

「俺だって、自分がここまで考えなしで行動する人間だとは思いたくなかった。だが……あなたのせいでもあるんだぞ」

「な、なんっ、ひぁぁっ」

　べろりと大きく首筋を舐められて、真優は体を震わせて悲鳴を上げた。

　まるでマーキングするようなその仕種に、千景の姿が獰猛な肉食獣のそれと重なる。

「最初から、晶にばかり懐いて――あなたは俺の秘書だ。俺が、あなたの一番近くに居る男なのに……今朝もぎこちなかったし、晶とは仲良くおしゃべりもしていただろう」

「そ、それは室長が、千景さんにお話があるからって……ぁ、あっ」

　むすっとした表情の千景が、艶めかしい手つきで太腿をなぞる。

　慌てて足を閉じようとした真優だったが、彼の膝上に体を固定されているのでうまく身動きをとることもできなかった。

「最初に出会ったときから、俺はあなたに惹かれていた。あなたが俺のものになればいいと思って、どれだけ手を尽くしたか」

「わ、わたしに？　まさかそんな、社長が……」

「……信じてもらえないなら、信じてもらえるように行動するべきだな。今からこの身をもって、それを証明しよう」

　そう言うと、千景はもう一度ゆっくりと太腿に手を這わせる。

　じっくりと、柔らかい感触を楽しむかのように触れてくるその手つきに、真優は小さく声を漏らした。

「ん、んっ……」

　長い指先がショーツの上から、じとりと濡れ始めた淫裂をなぞる。

　もったいぶった動きと布越しの感触で、そこはかすかな刺激しか生み出さない――だが、それも繰り返されていると徐々に感覚が鋭敏になっていく。

「ン、ぁぁ……あ、んっ」

「今日は、我慢ができるかと思っていたんだが――家に招かれると、やはりだめだな。どこもかしこも真優の香りがする」

　スンッと軽く鼻を鳴らされて、羞恥で顔が熱くなる。

　香水を主製品として扱う会社に勤めている以上、部屋の香りにも気をつけてはいる。だが、彼にそう言われるとどうしようもなく恥ずかしい気持ちになった。

「そんなこと、い、言わないで……ッは、ぁあっ」

「どうして？　甘く爽やかで、俺好みの香りだ。瑞々しい果実に似て――かぶりつきたくなる」

　そうして千景が、ショーツの隙間から直に指を挿入してきた。

　なぞるだけの愛撫を繰り返されたそこは、淫らな蜜を湛えて彼の指先を受け入れる。

「ッふ、あぁっ……ァ、んっ……」

　ちゅぷりと音を立てながら、その場所はゆっくりとかき混ぜられる。

　その度に生み出される快感に体を震わせた真優は、無意識のうちに千景の体にしがみついていた。

「は、ぁっ……ン、千景、さんっ……」

　広い彼の背中に腕を回して、体をもたれさせる。

　すると、千景は鮮やかな手つきで彼女の脚からショーツを引き抜いてしまった。

「ぁ――えっ、今の……」

　一瞬なにがあったのかを理解できずに目を丸くした真優だったが、千景はそんな彼女の体を床に横たえると、ふっと笑みをこぼした。

「濡れて、邪魔になったからな。これでようやく、なんの戒めもなくあなたに触れられる」

　彼はそう言うと、真優のスカートをたくし上げてその奥にある秘裂に顔を近づける。

「待ってください！　社長それは――ぁ、待って、シャワーも浴びてないし、それにっ……」

「シャワーなら後で一緒に浴びよう。これ以上は本当に、我慢がきかないんだ」

　そうして、濡れそぼった真優の秘裂に舌先が這う――指先とは違う感触に、まるで背筋に電撃が走ったような快楽が駆け抜けていく。

「ッんんっ、あ、あ――っ」

　とろとろと蜜をこぼすそこに舌先を挿しこんだ千景は、ゆっくりと割れ目をなぞっていく。ちゅ、ちゅ、と何度もくちづけられる度に響く水音と巧みな舌先に、真優の腰はひくんっと跳ね上がった。

「あっ、あ――だめ、だめぇっ……ひぁ、あっ――」

　唇で花弁を軽く刺激されると、それだけで腰が浮いてしまう。

　無意識のうちに体を揺らし、自分の気持ち良いところを探しながら切ない声を上げる真優は、何度もやめてと懇願しながらも快楽を追うしかできなかった。

「好きだ――真優、あなたのすべてを愛したい。……どうしたら、それを証明できるんだ？」

　熱っぽい声でそう尋ねてくる千景にも、言葉を返すことができない。

　すると彼は一度淫口から唇を離し、濡れたそこを舌先で舐めとった。

　てらてらと彼の唇を濡らしているのが自分の愛蜜だということを認識した真優は、千景を直視できなくて目を背ける。

「こら、ちゃんと見るんだ。……君を抱く男の顔だぞ。それとも後ろから、顔を見ないように抱かれたいのか？」

「いえ……だ、だって。社長が――そんな顔をするからいけないんです！　直視できるわけがないじゃないですかぁ……」

　もう真優は、自分が今なにを口走っているかもよくわかっていなかった。

　敬愛し、憧れを抱いていた千景に甘く囁かれ、恥ずかしいところが全て見えるような体勢で愛撫をされている――それだけで、彼女が混乱しきるには十分だった。

「――真優。こっちを見てくれ。あなたを困らせてしまったのは悪かった。だが、さっきも言ったとおり、俺はあなたのすべてを愛したいんだ」

「だ、ぁ……ッ、ん、あぁっ」

　申し訳なさそうに眉を寄せた千景だったが、甘い責め苦を止めてはくれない。

　再び濡れた蜜口に唇を近づけた彼は、その奥に秘された淫芽を舌で軽く捏ねまわす。

「ッひあぁっ、あ、ンっ！」

　口唇での愛撫で高められた真優の体は、熱を籠もらせて敏感になっていた。

　ぷっくりと膨らみ、色づいた肉芽を刺激されたことで、先ほどとは比べものにならない程の愉悦が下腹部の辺りで弾けていく。

「んンぁっ！　あ、ァんっ……ひぁ、あ」

　軽くその場所に吸いつかれただけで、大きな快楽の波に飲み込まれてしまう。

　縋るもののない真優は必死で床に敷いてあるラグマットを引っ掻いたが、それだけでは燻る熱を逃すことはできない。

　限界の一歩手前まで追い詰められながら、真優は必死で熱い息を吐き出した。

「っふ、あ――あっ、ひあぁっ」

　極めつけに、千景はぷっくりとした肉真珠を前歯でコリッと甘噛みした。

　その瞬間、ぶわりと全身が総毛立つ――両足がぴんと張り詰め、目の前が真白く爆ぜるほどの愉悦が真優の体を包み込んだ。

「あぁっ！　ン、ぁあんっ、ひぅうっ……！」

　ガクガクっと腰を揺らした真優が絶頂を極めると、そこでようやく千景が愛撫を止めてくれる。

　強すぎる愉悦の波に呑まれた真優が四肢を弛緩させると、彼は艶やかな表情をその顔に浮かべた。

「真優……もう、十分蕩けたな？」

「へ、ぁ……？　あ、社長……」

　ぼんやりとする意識の中で千景のことを呼ぶと、彼はちゅっと真優の唇に吸いついた。

　触れるだけのキスなのに、それだけで体が燃え上がってしまいそうなほどに熱い。

「こら、ペナルティだぞ。無理矢理唇をふさがれたいか？」

　そう問いかける千景の声は存外と優しく、唇での愛撫が終わったことでようやく真優も息をつくことができた。

　だが、つかの間の休息はすぐに終わりを迎えてしまう。

　千景がカチャカチャと音を立てながら、自分がつけていたベルトを外す――煩わしげに取りだした避妊具をつけているのは、床に体を投げ出した体勢の真優にも見て取れた。

「ン、千景さん……？」

　ちらりと彼の方を仰ぎ見ると、千景は軽く真優の方に視線を向ける。

　かすかに赤く染まった目許の艶やかさに、真優は思わず息をのんでしまった。

「慣れたのなら――あなたの中に、俺を受け入れてほしい」

　準備を終えた千景が、灼熱の塊を足の間に押しつけてくる。

　すっかり屹立したそれは、淫唇に触れただけで火傷してしまいそうなほどに熱かった。

「んくぅっ……ぁ、あっ」

「は――触れただけで、溶けてしまいそうになるな」

　ずりっと肉杭を擦りつけられただけで、すっかり蕩けきった真優のそこは歓喜を覚えてしまう。

　達した後の敏感な蜜口をずりずりと刺激された真優は、軽く腰を浮かせて快楽を受け止めることしかできなかった。

「んァ――は、ぁんっ、そんな、に……焦らされたら……」

　擦りつけてくるだけの熱い欲望は、ひくひくと挿入を待ち構える蜜壺の中に入り込もうとしない。

　入口の辺りをなぞるだけの先端にもどかしくなった真優は、切ない声をこぼした。

「焦らされるのは嫌いか？　思い切り、ここに突き立てても？」

　情欲に濡れた声が、ぼんやりと靄がかかったような頭の奥に響いてくる。

　懇ろな愛撫ですっかり熱を持てあました真優は、気づけば自分から彼の体に足を絡ませ、その熱をねだっていた。

（もっと――奥まで、触れてほしい……社長に、たくさん触ってほしい――）

　口の中にたまった唾液をゴクリと飲み下すと、凄艶な千景の視線が絡んでくる。

　彼の言葉を、本当に信じてもいいのだろうか。

　彼を受け入れることで、真優の中でなにかが大きく変わってしまいはしないだろうか。

　そんな不安に押しつぶされそうになりながら、ゆっくりと言葉に声を乗せた。

「好き、なんです……でも、怖い……」

「なにも怖がることなんてない。俺に、すべてを任せてくれ」

　頑なな心からようやくこぼれ落ちた言葉に、千景はそっと真優の手を握ってくれた。彼から伝わってくる熱が、じわじわと絡めた指先に溶け込んでいく。

「っ……きて、ください。千景さん――」

　震える声でそう呟くと、蜜口に宛がわれていた切っ先がずぷりと中に入り込んでくる。

　昨日感じたものと同じ圧迫感が、ぐぐっと真優の体を押し開いていく。

「ん、んぁあっ……！」

　昨日はアルコールが入っていた分、どこかふわふわとした感覚で彼に抱かれていた。

　だが、素面であればその剛直の力強さも、幹に絡みつく肉襞から感じることができる。

「ひっ、く、ンんっ……」

「痛いか……？」

　やや掠れた声で千景が尋ねてくるので、真優はふるふると首を横に振った。

　苦しくはあるが、痛みはない。それどころか、傘の部分が弱いところを刺激して、軽く揺さぶられるだけで声が漏れてしまいそうだった。

「いた、く……ないです。大丈夫……ッでも、ぁ、あっ」

　軽く腰を持ち上げられて体を揺さぶられると、目の奥で星が弾ける。

　浅い位置で何度か抜き挿しを繰り返された雄茎は、ややあって最奥までを一気に穿ってしまう。真優は甘い悲鳴を上げて足を閉じようとしたが、それはただ千景の体に自分の腿を密着させるだけになってしまった。

「あぁっ、ふ、ぅンっ……ァ、あっ、あ」

　最奥をコツコツと叩く先端に、ぢゅぷりと淫靡な水音が真優の官能をいやでも引き立てていく。生み出される快楽に抗えないまま、真優は涙声になって千景の名前を呼んだ。

「ち、かげさんっ……ひっ、ぃ、ンっ――すき、ぁ……すき、千景さん……」

　好きと一度でも口にしてしまえば、その思いは堰を切ったように溢れ出す。

　刻まれる律動が少し速くなり、千景が彼女の首筋に唇を寄せる――唾液に濡れた舌でそこをなぞられて、膣窟がきゅっと収斂した。

「ッ、くぅっ……ン、んぁあっ」

　熾火のような快楽が一気に大きくなり、真優は高い声を上げる。

　千景も、まるでその声をスイッチとしたかのように激しく腰を打ちつけてきた。

「あぁっ、あ、ひぁぁッ、く、ぅんっ！」

　ガツガツと奥を穿たれ、着ていたブラウスの中で胸が揺れる。

　下着の生地に胸の先端が擦れただけで、唇から漏れ出る声を我慢できなかった。

「ッは、あ、真優……っ」

　低く唸る千景が、ブラウスのボタンを強引に外し――魔法のような手つきでブラジャーを取り外した。ふるんっとまろびでた柔肉が、大きな手のひらに揉まれて形を変える。

「あぁっ、あ、だめぇっ……ァ、奥、がぁ……」

　ぎゅっと乳房を揉みしだかれただけで、膣肉がきゅうきゅうと千景を締めつける。

　子宮の辺りに感じる甘い痺れに溺れながら、真優は何度か首を振った。

「だめ、じゃないだろう？　……っ、気持ちいいなら、正直にそう言いなさい」

　艶のある声でそう命じられると、余計なことは考えられなくなる。

　言い聞かせるように深いところをズンッと突き上げられた真優は、甘やかな喘鳴の合間に自分が感じる愉悦を訴えた。

「ひっ、ぅンっ……いい、いいです……っ」

「――どこが？」

　耳元近くで耳朶をくすぐる声は、しっとりと濡れていた。

　熱い息を感じながら強く奥の院を穿たれ、真優の体はどんどん従順になっていく。

「お、く……奥に、グリッてされるのが……イイ、ですっ……」

　後半はすすり泣きのようになりながらも、命じられた通りに感じる場所を彼に伝える。

　すると、千景は彼女の一番弱い場所を、その丸い先端でグリグリと刺激し始めた。

「あぁぅっ……！」

　訪れる快感の強さに身悶えする真優だったが、千景は何度か彼女の体を揺さぶり、おかしくなってしまいそうなほどにそこを責め立てた。

「こうされるのが悦いんだろう？　真優、真優――もっと溺れて、もっと素直になってくれ」

　千景の方もかなり興奮しているのか、徐々に呼吸が乱れ始めていく。

　しっかりと腰を掴んでいた彼の手は豊かな真優の柔乳へと伸び、その先端をクリッと摘まみ上げた。

「あ、ぁ――ッ、あ、はぁっ」

　胸の先端を摘ままれただけで、また絶頂の波が湧き上がる。

　だが、いざ悦楽の階を上りつめようとしたところで、彼はそっとその先端から手を離してしまった。

「ッふ、ぁ……やっ、そんなぁっ……」

「まだ、もう少しだけ付き合ってくれ。もっとあなたが気持ちよくなっているところを見たい」

　そう言って、彼は大きく腰をグラインドさせた。

「ッひあっ！　あ、あんっ！　ン、あ、あぁっ」

　ぐぷっぐぷっと音を立てながら攪拌される愛蜜が、先端からにじみ出る透明な液体と混じっていく。

　結合部からぷしっとそれがこぼれ落ちるほどに激しく揺さぶられて、真優の体は床の上で何度も跳ねた。

「んんっ、ァ、千景、さんっ……！　はげしい、のっ……」

「っ――真優、もっと……！」

　唸るように真優の名前を呼んだ千景が、最も奥まった場所に雄根をねじ込む。

　子宮の入口に当たるその場所に尖端がキスをした時、真優はとうとう二度目の絶頂を極めたのだった。

「あ――ッふ、ふぁぁっ、ア、んっ」

　ビクンッと体を大きく痙攣させた瞬間、千景も大きく息を吐く。

　彼も体を震わせたかと思うと、お腹の辺りに熱を感じた。

（社長、も――気持ちよく、なってくれたんだ……）

　うまく働かない頭の片隅でそう考えながら、ゴム越しに感じる熱にうっとりとしてしまう。

　二度目の絶頂は先ほどのものよりも深い場所で感じることができたのか、少しの間真優はそのぼんやりとした思考から浮上することができなかった。

「ン、はぁっ……ァ、社長……？」

　舌っ足らずにそう呼ぶと、ようやく息を整えた千景が鼻先にキスをしてくれた。

　まるで恋人同士のようなその行為に、徐々に絶頂の余韻から抜け出した真優の胸が痛む。快楽に押し負けて見ない振りをしてきた不安が、また頭をよぎっていった。

（一度なら、まだなにかの間違いって言えたかもしれない。でも、二回も……本当にわたしは、社長のことを好きになってもいいの……？）

　心のままに、もう一度彼を好きだと言ってしまいたい。

　でも、そうしたら『千景の秘書』として彼に信頼されていた自分がどこかに消えてしまうような気がして、真優は言葉を発することができなかった。

「真優……先ほど俺が言ったことは、何一つ嘘偽りがない。もしもチャンスがあるなら、考えてみてくれないか」

　だが、そんな真優の心を千景は大きく揺さぶってきた。

　体を抱え上げ、熱を失った肉茎をずるりと引き抜いた彼に、真優はそっと目を伏せた。

「……わたし、は――秘書なんです。社長の、千景さんの秘書で……」

　もう、彼の言葉が冗談だとは思えない。けれど、だからこそ怖かった。

　彼の秘書という立場を除いた自分に、一体何が残るのだろうか。もし仮に彼の言葉を受け入れたとして、良一と同じように悲惨な別れが待っていたら？

（そんなこと、もう耐えられない……）

　恋に臆病になっていると言われれば、おそらくその通りなのだろう。

　けれど今の真優には、なにも考えずに彼の手を取ることはできない。今の立場から一歩踏み出す勇気が、どうしても持てなかった。

「確かにあなたは、俺の秘書だ」

　けれど千景は、そんな真優を強く抱きしめてキスをする。確かめるようなくちづけは甘く、触れられたところからほろほろと崩れおちていきそうだった。

「だが、それ以上になりたいと思っている。――少なくとも俺は、初めて出会った時からそう思っていた」

　切なく抱きしめてくる彼に、どう言葉を返せばいいのかの答えが見つからない。

（今のわたしは……きっと、ひどい女だ……）

　胸の中に溢れかえる彼の香りは、普段の爽やかさを潜めている。少し苦みがあるような香りは、まるで今の二人のようだ。

　逞しい腕の中で微睡みながら、ついに真優は千景の言葉へ返事をすることはできなかった。

















第三章　大切な想いを抱きしめて












（今日も、特になにもない……やっぱり、あの時のことはなにかの間違いだったのかしら）

　真優が千景を自宅に招いてから、数日が経っていた。

　あの日、結局一夜をともにしてしまった千景は、朝食を食べる前には彼女の家を後にした。丁度海外デザイナーとの会食があったため時間がなかったのだが、その日から二人の間にこれといった進展はない。

　むしろ、なにもかもが元通りだった。社長と秘書――業務においての信頼関係はできあがっているが、あくまで仕事上の関係にとどまっている。

　今日も真優は社長室で仕事をこなしながら、行き場のない気持ちを抱えたまま悶々としていた。

（まぁ、元々こういう立場だったわけだし――元通りになっただけ、なんだよね）

　これ以上の進展が怖いと言ったのは、真優の方だ。

　それなのに彼に対して今以上の関係を望むのは我が儘が過ぎる。

「……よしっ、気合い入れないと！」

　自分にそう言い聞かせて、真優は両手で軽く頬を叩いた。最近はどこか浮ついてしまいがちだったが、これで仕事に邁進する決意ができそうだ。

　そう考えていると、社長室直通の電話が鳴り響く――かけてきた先は、一階の受付カウンターだ。

「はい、社長室です」

「一階受付カウンターです。社長にお客様がいらしております。お通ししてもよろしいですか？」

「お客様？　待って、今日はそんな予定があるとは聞いてないけれど……」

　千景の元に来客があるのなら、秘書である真優に連絡が行っているはずだ。

　時々飛び込みで営業をかけてくるベンチャー企業の経営者や学生がいるものの、基本的にそういう案件は担当部署で巻き取っている。

「どなたか聞いても大丈夫ですか？」

「それが――御厨会長でして」

「……え？」

　思わず、真優は絶句した。

　御厨伸明――千景と晶の父親で、先代のミクリヤコーポレーション社長だ。

　昨年腰を痛めて手術をしてからは、千景に社長職を譲り一線を退いた。今は会長として千景にアドバイスをおこなう立場になっているが、普段は自宅で療養をしている彼が本社に赴くのは珍しい。

「す、すぐにお迎えにあがると伝えてください」

「いえ……その、迎えは結構とのことでした。許可さえいただければ、すぐ社長室に向かわれるとのことです」

　突然の会長の来訪に、受付業務を担当している社員も驚いているらしい。

　少し上擦った声を聞きながら、真優は千景の様子を確認した。

「……社長、会長がいらしているとのことですが、お通ししてもよろしいですか？」

「親父が？　一体何の――あぁ、通すのは構わない。この後は特に予定はないな？」

　千景自身も父親がやってくることを聞かされていなかったのか、怪訝そうに眉を寄せて首を傾げる。

　特に予定が詰まっているわけではないと伝えると、彼は不思議そうな表情を浮かべたまま頷いた。

「かしこまりました。……お待たせしました、問題がないとのことです」

　内線電話越しの相手にそう伝えると、ややしばらくして社長室のドアがノックされた。真優が応対しようとするのを片手で制して、千景が勢いよくドアを開ける。

「親父、いったいなにがあったんだ。用事があるなら先に言ってくれ」

「あぁ、すまんな。ちょっとお前と話したいことがあったんだが、先に連絡をされて逃げられでもしたらかなわんからな。直接会いに来たんだよ」

　千景の父である伸明は、一見すると優しそうな初老の男性に見える。

　社長としてミクリヤコーポレーションに在籍していたときはやや小太りだったが、手術後のリハビリで体重を落としたらしい。

「大城さんも、悪かったねぇ。急に押しかけて驚いただろう」

「いえ……ご予定にない来社でしたから、緊急のご用件かと思ったのですが」

　かくいう真優も、伸明と直接話した回数はあまり多くない。

　元々晶付きの秘書だったため役員会議で言葉を交す機会はあったものの、大体のことは前任の社長秘書である柘植を通すことが多かった。

「緊急といえばそれほどのことでもないんだがね……千景、お前にひとつ確認したいことがある」

「新ブランドのことか？　それなら既に晶の方で試作品ができあがっている。俺もコンセプトとしては申し分がないと思っているし――」

「違う違う、そのことじゃないんだよ。お前にしろ晶にしろ、仕事のことで私がとやかく口を出したら怒るだろう」

　にこやかに千景の言葉を遮った伸明は、コーヒーを淹れて彼の前に差し出した真優の方をちらりと見てから一度咳払いをした。

「大城さん。申し訳ないのだが、息子と二人で話がしたいんだ。少し外してもらってもいいかな？」

「親父？　どうして大城さんが席を外すんだ。仕事の話なら、彼女がいた方が潤滑に進むと思うが」

　怪訝そうな表情を浮かべる千景に、伸明はその答えを口にすることはなかった。

　もしかして、彼らにとってプライベートな話をするのかもしれない――そう直感した真優は、そっと頭を下げた。

「かしこまりました。それでは少しの間秘書課の方におりますので、なにかございましたらお呼びください」

　あるいは、プロジェクトに関する極秘の情報が交されるのかもしれない。

　真優は仕事道具のノートパソコンを持つと、一礼をして社長室を後にした。ちょうど頭の中がまとまらないところだったので、伸明の来訪はタイミングがよかったとも言える。

（とはいえ、秘書課に戻っても席がないのよね……）

　一応籍は秘書課にあるのだが、真優の場合は役員秘書ということもあって彼らの側で仕事をすることが多い。

　そうなると必然的に彼女のための席は使われることがなくなってしまうし、今は社長室に真優専用のデスクが存在している。なので、秘書課に向かっても彼女の席は存在していなかった。

（……となると、共有ブースかしら）

　一応それ以外にも、福利厚生の一環としてミクリヤコーポレーションには共有の業務ブースが存在していた。

　普段自分の席で仕事をしていて、作業が煮詰まったり気分転換をしたいと思った社員が時々そこに集っているのだが、真優は一度もそこを利用したことがなかった。

　持ってきたノートパソコンを開いて、真優はふっと息を吐く。

「それにしても、会長ったら急にどうしたのかしら……」

　これまでも伸明が会社に顔を出したことは何度もあるが、それは必ず数日前に真優の元まで連絡が入っていた。

　なんの事前連絡もなしに彼がやってきたと言うことは、余程急ぎの用件があったのだろうか。

　資料を作りながらそんなことを考えていると、ふと目の前に影が落ちた。

「あれ、大城さん？　こんなところでどうしたの。兄貴と喧嘩でもした？」

「御厨室長……いえ、喧嘩をしたわけではありません。会長がいらっしゃって、少し席を外してほしいとのことでしたので」

　よれよれの白衣姿で真優の前に姿を現したのは晶だった。

　普段のラフな格好よりもくたびれた様なその格好を見て、真優が軽く眉根を寄せる。

「室長、もしかして泊まりで仕事をしてらしたんですか？」

「あー……まぁね。ちょっと頑張りたくってさ……それより、親父が来てるって本当？　今社長室にいるの？」

　ごまかすように笑う晶は、仕事が楽しくなってくると泊まり込むことがある。そうなると彼の部下たちにも影響があるから帰ってくれと何度も注意されてきたようだが、いまだに改善されていないようだ。

「はい。詳細については聞き及んでいませんが……」

「ふぅん。なるほど――あっ、そうだ。オレ大城さんに聞きたいことがあったんだよね」

　会社に泊まり込んだことを咎められると思ったのか、晶は少し早口のまま話し続けた。

「聞きたいこと？　わたしにですか……社長にではなく？」

「うん。大城さん個人に。……正直に教えてほしいんだけど、大城さんってもう兄貴に告白された？」

「……はい？」

　一瞬で、頭の中が真っ白になった。

　晶は一体、なにを確認してきたのか――ぽかんと口を開ける真優の様子に、彼は焦ったような声を出した。

「あれっ、もしかしてまだなにも言われてない？　ウソだろ？」

「えっ、いや……室長？　社長に告白って……どういうことですか」

　まさか、他の社員もいる共用ブースでそんなことを言われるとは思っていなかった。

　ぐっと声を小さくして尋ねると、晶は真優のすぐ横の椅子に腰を降ろす。

「もしかして、まだ気づいてないの？　あれだけわかりやすいのに……兄貴、大城さんのこと大好きだろ。そろそろ告白したと踏んでたんだけど――まさかなにも言ってないとは思わなかった……」

　晶の言葉に、頭の中を高速で色々な言葉が駆け抜けていく。

（気づいてる、って……何に？　っていうか、室長はどこまで何を知ってるの？　そもそも社長がわたしのことを、って……なんで室長が……）

　すっかりパニックになって言葉が出てこなくなった真優は、忙しなく視線を動かしながらゆっくりと呼吸を繰り返した。

「あ、あの、ちょっと待ってください。室長は一体、どこまで知ってるんですか」

「おっ、その様子だともしかして告白はされてる感じかな？　どこまでっていうか、どうしてオレが大城さんを兄貴の秘書に推薦したかを思い出してごらん」

　そう言うと、晶は近くの自動販売機から冷たいコーヒーを買ってきてくれた。

　差し出されたそれをありがたく受け取りながら、真優は数ヶ月前のことを反芻する。

「……わ、わたしの能力と、社長の性格を判断し……よりわたしが働きやすいように、って推薦をしていただいた気がします」

「そうそう。兄貴の性格を考慮したんだよ――好きって言いたくても接点がないからって一歩踏み出すことができないカタブツ兄貴のね。そもそも、大城さんの異動の打診をしてきたのって兄貴なんだよ？」

　肩を竦めた晶は、自分の分のコーヒーを飲むと大きく息を吐いた。まるで呆れているかのようなその仕種に、真優の頭の中には疑問符ばかりが浮かんでくる。

「社長が異動の打診を？　それは初耳です」

「えっ、それも言ってなかったのかよ……大城さんをどうしても秘書として側に置きたいって――今考えたら、めちゃくちゃ職権乱用だよね」

　晶の話によると、元々専属の秘書がいなかった千景は是非真優を社長室付きの秘書にしたいと彼に打診をしてきたらしい。

「去年、創業五十周年の式典があっただろ？　多分大城さんは、そこで初めて兄貴と顔を合わせたと思うんだけど」

「は、はい。確かその時に千景さんと――あっ」

　慌てて口を押さえた真優だったが、一度発してしまった言葉は戻らない。

　すると晶は軽く頭をかいてから首を傾げた。

「兄貴のこと名前で呼んでるの？　まぁ、御厨ってウチに何人かいるしね。そうそう、その時にばっちり一目惚れしたらしくてさぁ」

「ひ、とめぼれ……？」

「そう。一年かけて、それとなく色々なことを聞いてくるんだよ。兄貴の社長就任が決まったときに、柘植さんが後任を選ぼうって言ったんだけど――絶対に大城さんがいいって言ってさ」

　そんなことを、千景の口から聞いたことはない。

　彼の秘書になってからの数ヶ月も、トライアンドエラーを繰り返してようやく仕事に慣れてきたところだ。

「それで、オレもとうとう折れたわけ。兄貴がそこまで他人を好きになることがあるんだって素直に驚いたし……大城さんだったら、ちゃんと兄貴のことを支えてあげられるかなって思ったから」

「そう、だったんですか……」

　突然のことすぎて、真優はぽかんとした表情のまま少しの間固まってしまった。

　今までまるで知らされていなかった、自分が彼の秘書に抜擢された理由――それが単純に、千景の一目惚れからだったということに衝撃が隠せない。

「大城さんならわかるかもしれないけど、兄貴は見た目通り硬くて融通が利かない人間なんだよ。そんな兄貴が、自分に思いつく限りの手段で君を側に置こうとしたんだ」

　そう語る晶の表情は柔らかく、彼の千景に対する感情がにじみ出ているようだった。

「もう、大暴走もいいところだよ。長年御厨千景の弟やってるけどさ、如何に自分が上海で実績あげたか、どうやって本社で仕事を進めるかをオレにめちゃくちゃアピールしてくるの。あの時の兄貴、本当に面白……いや、必死だったなぁ」

　それは多分、面白いの方が本音ではないだろうか。

　とはいえ、真優を自分の手許に置きたいという千景の願いは、晶の協力もあって無事に実現したことになる。

　ただ黙って晶の話を聞いていた真優に、彼はくしゃりと笑みを浮かべた。

「やり方が不器用なことは認めるけど、でも……それくらい、兄貴も必死なんだよ。大城さんが好きで、なりふり構っていられなくなったんだろうね」

　大城さんはどう？

　そう尋ねられて、真優はふっと目を伏せた。

「わたし、は……」

　千景のことは、ずっと憧れていた。彼に抱きしめられたときに覚えた感情は、嫌悪からは一番遠いところにあるものだ。

　けれど、なおも真優は一歩を踏み出すことが恐ろしかった。

「兄貴のこと、嫌い？」

「嫌いじゃありません！　でも……終わりを考えると、怖いんです。それに、わたしは社長の秘書ですから……その関係が変わるって考えたら」

　恋人に手酷く裏切られた過去と、千景のそばで秘書として働く居心地のよさが行動を阻害する。

　それをすぐに理解したのか、晶は肩を竦めると白衣のポケットに手を突っ込んだ。

「大城さんも、案外硬いよね。兄貴とそっくりだけど――きっと、そういうところにグッときちゃったんだろうなぁ」

　ゴソゴソとポケットの中を漁った晶は、そう言って小さな香水瓶を取りだした。

　なんの飾り気もないそれは、恐らく試作段階のフレグランスなのだろう。

「コレ、つけてみて。新作なんだけど、大城さんに特別プレゼント」

「新作……？　いいんですか？」

「いいよ。ちなみにそれ、今度新しく展開するブランド……『マイネリーベ』っていうブランドのものなんだ」

　手渡された香水を、真優は手首と首筋に軽く吹きかけた。

　さわやかなシトラス系の香りは真優の好むものだったが、その中にかすかな甘さが漂っている。

「マイネリーベ……」

「今大城さんがつけたのは、マイネリーベの零番っていう名前でね。兄貴が一番好きだって言ってた香りなんだよ」

　晶はそう言うと、にっこりと笑って真優の肩を叩いた。

「長いこと仕事で迷惑かけてたし、オレからのエールだと思って。香りは本能に直結するし、少しでも二人がお互いに素直になれるように」

　香りの専門家である晶の言葉は、まるで魔法のように真優の心の中に染み渡っていく。

　すっきりとした香りに包まれて、心なしか視界が晴れていくような気がした。

「どんなことがあっても、兄貴なら絶対に君のことを悲しませたりしない。そこは弟のオレが保証するよ」

　まだ仕事が残っている晶は、そう言い残すとひらひらと手を振って共用ブースを後にした。

　残された真優は、彼が残していった言葉を噛みしめるようにぎゅっと手を握って、それから深く息を吐いた。

（室長は色々お見通しだったのね。じゃあ、この前の会食の時も……）

　恐らく晶は、その時から二人の関係にそれとなく気づいていたのだろう。

　そう考えると少し気恥ずかしいが、それでも晶の「エール」のおかげで、真優の中でもひとつの決心がついた。

（わたし――やっぱり、社長のこと好きなんだ。社長が言っていたみたいに、ずっと言い訳を探していたけど……）

　変化を受け入れるのは、難しい。

　ずっと心の中だけで想ってきた千景が、自分と同じ気持ちだったことに困惑し、さらにはかつての恋人と同じようにいつか終わりが来てしまうのではないかと思っていた。

　けれど、もう自分の気持ちに嘘をつくことはできない。こんなに千景のことで頭がいっぱいになっているのだから、どのみちいつも通りに過ごすことなどできなかった。

「……千景、さん」

　誰にも聞こえないように、彼の名前を呼んだ。それだけで胸の内側がじわじわと温かくなって、今にも泣きそうになってしまう。

（会長との話、そろそろ終わったかしら）

　軽く拳を握りしめ、自分を落ち着かせるように息を吐く。

　香水の効果は、短いもので数時間だ。晶からの『エール』が終わってしまう前に、千景に思いを伝えたかった。

　ノートパソコンを閉じた真優は共用ブースから社長室に戻り、軽くドアをノックした。

「大城です」

「――入ってくれ。親父はさっき帰った」

　先ほどよりも、自分の声がハキハキして聞こえる。

　ドアの向こうから入室の許可を出してくれた千景に従って、真優は社長室のドアを開けた。

　すると、応接用のソファに腰掛けた千景がちらりと真優の方に視線を向ける。

「社長？　どうされました。……あまり、顔色がよろしくないようです」

「親父と色々話したんだ――真優、こっちに来てくれ」

　名前を呼ばれるだけで、目尻の辺りに熱が灯る。

　千景の隣に腰を下ろすと、彼はすん、と鼻を鳴らして目を丸くさせた。どうやら彼は、真優が纏う香りに気づいたらしい。

「これは……？　つける香水を変えたのか？」

「え、っと――御厨室長にいただきました。『マイネリーベ』の零番……社長が好きな香りだからと」

「晶め……あぁ、そうか。マイネリーベか……確かにこれは、新作の中でも俺が一番気に入っている香りだ」

　薄く笑った千景は、真優の方に向き直るとどこか憂鬱そうな表情を浮かべた。

　顔色が悪く見えるのも、決して真優の気のせいではないだろう。

「あの、しゃちょ……ち、千景さん。なにがあったんですか？」

「湊元社長から、正式に親父の元に連絡があったらしい。俺と向こうの娘を婚約させないかって……向こうは跡継ぎがいないというのもあるし、お嬢さんは今の仕事に満足している。いち社員として働くことはあっても、会社を継ぐ気はないときっぱり言われたらしい」

　その話を聞いて、真優は伸明が息子と二人で話したがった理由がわかった。

　恐らく、湊元ケミカルの社長から、千景が真優を使って牽制をした話を聞いていたのだろう。

　そこで伸明本人が、千景の意思を問いに急遽会社へやってきたということだった。

「――結論から言おう。俺は親父の話を留保している」

「留保……？」

　千景ははっきりとした口調だったが、それはつまり――千景の判断次第では、湊元ケミカルのご令嬢と彼が結婚するという可能性があるということだろうか。

　不安げな表情を浮かべる真優のことを見つめたまま、彼は更に話を続けた。

「経営陣からすれば、俺とあのお嬢さんに結婚してほしいと思っている人間は多いだろうな。莫大な利益は目に見えているし、これから新ブランドの展開をおこなうにしても話題性がある」

　確かに、国内大手の化学メーカーと気鋭の新社長を擁した老舗香水ブランドの経営的統合は、かなりの話題を呼ぶだろう。

（じゃあ、やっぱり社長は……結婚のことを、前向きに考えているの？）

　ようやく想いを告げようと決意した矢先に、その想いごとなかったことにしなければならないなんて。

　膝の上で握りしめた手が小刻みに震えるのを感じながら、真優は必死で涙をこぼさないようにしていた。

「……だが、だからどうした」

「え、えぇっ？」

　てっきり彼女との結婚を考えていると返ってくると思っていた真優は、その言葉に大きく目を見開いた。

　だが、千景は呆れたように息を吐いて、ゆっくり首を振った。

「この前、真優も湊元ケミカルのお嬢さんに会っただろう？　向こうに俺と結婚する意思は皆無だし、俺も同じだ。互いの意思が伴わない政略結婚など、前時代的にも程がある。だから、この話は断るつもりだ」

「でも、本当に会長はそれで納得されるんですか？」

　伸明が直接千景に話をしにきたということは、むしろ千景に湊元ケミカル令嬢との結婚を勧めたいのではないか。

　不安そうにそう尋ねた真優だったが、千景はあっけらかんとして首を振った。

「するんじゃないか？　今日も結局、向こうの社長に泣きつかれてやってきただけらしいし――親父も、こういうことに口出しをする性格じゃない。自分が添い遂げたい相手くらい自分で選べと言われたよ」

「……それ、って――」

　静かな社長室の中に、千景の声が響いては消えていく。

　膝の上で強く手を握りしめていた真優は、うっすらと開かれた彼の唇から目が離せなくなってしまった。

「もちろん俺は、その相手が真優であればいいと思っている。本来ならば社を預かる立場の人間として、利益を追求しなければならないことは理解しているが……それでも俺は、どうしようもないくらいにあなたを愛してしまった」

　千景が真優の手を取って、優しく言葉をかけてくる。

　その言葉を受け取ってしまった真優の中で、答えはもう決まっていた。

「あなたの考えを、聞かせてくれないか」

「わたし、は――」

　自分を落ち着かせるため、真優は一度だけ息を吐いた。その言葉を口にしようとするだけで口の中がカラカラになってしまいそうになるが、意を決して千景の目をじっと見つめる。

「好き、です。千景さんのことが好き……でも、本当にそれでいいのかって、不安になるんです。もし良一の時みたいに、いつか別れがきたらって――い、今の関係性が壊れるのも、怖くて」

　変化が怖いという気持ちは、まだ変わらないままだ。

　けれど真優だって、もう自分の気持ちをひた隠しにすることはできなかった。

　彼の側にいたい――その気持ちに後押しされてようやく口にすることができた言葉を、千景はしっかりと受け止めてくれた。

「俺は、あの男みたいにあなたを裏切ったりはしない」

　ゆるゆると首を振った千景は、真優のことを抱きしめて小さく微笑む。体が触れあうと、二人がつけている香水が混ざり合っていくのがわかった。

「関係性だってなにも変わらない。むしろ、より密接になるだけだ。仕事上のパートナーだった俺たちが、文字通り公私にわたったパートナーになる。それだけだろう？」

「わ、わたしにとっては、大分変わるんです。社長はプライベートと仕事はわけて考える方ですし――でも、わたしは今の仕事が楽しくて……」

　千景は公私混同をよしとしない。

　彼の仕事に対してのストイックさはよく理解しているつもりだし、仮に恋人となれば恐らく真優は社長室付きの秘書ではなくなるだろう。

　企画開発室の方に戻されることもあるかもしれないが、今となっては千景の側で仕事をすることに楽しみを見出してしまっている。

「そうだな……確かに、公私混同はしない。だから真優が俺の恋人になってくれても、そこはプライベートと仕事でわけて考えるだろう」

　その言葉に、真優はきゅっと唇を噛んだ。

　彼がそう答えるのはわかっていたはずだが、いざ現実となるとどれだけ心構えをしていても胸が苦しくなってしまう。

　だが、千景はそんな真優の様子を見て、肩を抱く手にそっと力を込めた。

「そして、あなたは優秀な秘書だ。俺だってようやくあなたと一緒に仕事をするのに慣れてきたのに、そう簡単に環境は変えたくない」

「それって……社長の側にいて、いいってことですか？」

　思いがけない彼からの言葉に、真優は一瞬きょとんとした表情を浮かべた。

　てっきり、恋人となるなら秘書は辞めることになるか、どこかの部署に転属だとばかり思っていたのだが、彼は真優を側に置いて離す気はないという。

「俺と一緒にいて、あなたが仕事をしにくいというなら転属も考えるが……どうせまた、晶があなたを呼び戻すだろう？　企画開発室で、あなたはかなり人気だったそうじゃないか」

「そ、そんなことは……企画開発室は、その――ちょっと偏ってるといいますか」

「あぁ、そうだな。男女比は他の部署と比べても明らかに男性の方が多い。それに、そこを統括している晶だって独身の男だ」

　どこか不満げに口を尖らせる千景がなんだかおかしくて、真優は小さく吹き出した。

　普段は公平で真面目な彼が、晶相手だとどこか子どもっぽい言動が多くなる。

「千景さんって、結構室長に手厳しいですよね」

　そう言うと、千景は片眉を上げてじっとりと真優の方を見つめ返してきた。

　まるで宝物を抱きしめるように彼女の肩を抱きながら、彼は少し歯切れの悪い口調で話し始めた。

「あなたと晶が長い間二人三脚で仕事をしていたのは知っている。初めて会った時も……」

　入社からずっと晶の秘書として働いてきたので、確かに二人三脚という言葉は的を射ているだろう。

　初めて千景と会った時も大規模な催し物が得意ではない晶をなんとか説得して、ようやく会場に連れて行ったのだ。

「晶はあぁ見えて他人に対しての評価が厳しい。人間観察が趣味って言い張るくらいだからな。そんなあいつが、あなたのことはよく褒めるんだ。最初はあなたと晶が付き合っているのかとも思ったくらいにね」

「そ、そうだったんですか――室長に褒めていただけるのは嬉しいですが、お付き合いしたことはありません。企画開発室で働いていたときには恋人がいましたから」

　それに、晶に対して真優がそういう感情を抱いたことは一度もなかった。

　彼も兄と同じく、特定の分野でとてもストイックな人間であることは知っているし、晶の価値観をしっかりと理解してあげられる人間じゃないと、彼のプライベートを支えることは難しいだろう。

　そして恐らく、真優にその役割は無理だ。研究者として、企業人としては彼のことを尊敬しているが、晶自身プライベートなことはほとんど真優に触れさせてこない。

「ただの嫉妬だ。俺が知らない、昔のあなたを知っている晶が羨ましい」

　相変わらず釈然としないような表情を浮かべている千景に、真優はようやく笑顔を浮かべることができた。

「なんで笑ってるんだ」

「だって、なんだかおかしくて――確かに、御厨室長と一緒に仕事をさせていただいた期間の方が長いですけど、千景さんしか知らないところもありますよ」

　そう言ってあげると、千景の方も少し機嫌が良くなったようだ。雰囲気がわかりやすく和らいだことを感じながら、真優は彼の体に頭を預ける。

「わたしがコンビニスイーツの新作を追いかけてるって、室長は多分知らないと思います」

「……ベッドの中のこともだ。あなたがどんな表情で、どんな風に俺を呼ぶのかまでは知らないだろう」

「な、なんでそんなこと……んっ」

　不意に顎を捉えた千景の指先が、真優の顔を持ち上げる。

　突如押し当てられた唇の感触に驚いた真優だったが、触れるだけのキスを繰り返す千景に、やがて彼女の方もそれを受け入れはじめた。

「ん、ぅ……ふ、ぁっ――社長、だめです。さすがにここでは……」

　わざと彼のことを『社長』と呼んでも、くちづけの雨は止まらない。

　それどころか、彼は角度を変えて真優の唇をついばみはじめた。

「今日だけだ。今日だけ……やっとあなたの本心が聞けた。いつもいつもベッドの中で、極限まで追い詰めないと聞かせてもらえないような言葉だ。せめて今日くらいは堪能させてくれ」

　そう言って、彼はまた柔らかなくちづけを繰り返す。

　確かめるように唇を押し当てられ、舌の先でちろりと探られる感覚に、徐々に真優も心地よさを覚えていく。

「んんっ……ぁ、千景、さん……」

　すき、と、キスの代わりに囁くように言葉を返す。

　すると千景は、切れ長の目を細めて強く真優の体を掻き抱いた。

「……俺だって、あなたを愛してる。初めて出会ったときからずっと――あなたのことを、こんな風に抱きしめたいと思っていた」

　甘いくちづけが、次第に深いものに変わっていく。

　ちゅぷりと唇を割る舌を受け入れた真優は、それに自分の舌先をおずおずと絡めはじめた。

「っぅ、む……ふ、ぁ……っ」

　ここが会社だということを忘れそうになってしまう。

　優しくも濃厚なくちづけの中、そっとソファに体を押し倒された真優は、名残惜しげに離された唇を視線で追った。

「あ、あの……千景さん？　まさか、その――」

「……午後の予定は全てキャンセルだ。あとで俺が直接連絡を入れておこう」

　悪戯っぽく笑う千景の姿に、体がぞくりと震えた。

　換気のためにつけられた無機質なシーリングファンが、ここが会社であるということを実感させるが――今はただ、千景が与えてくれるすべてを受け止めたい。

　体の力を抜いて、頬に触れる彼の手に感覚を委ねた。

「いい子だ。……さすがにストッキングまで破ってしまっては、めざとい社員に見咎められるかな」

　ほっそりとした彼女の脚を包むそれを、まさか破ろうとしているのではないか。

　不穏な予感におののいた真優だったが、次の瞬間に千景が軽く吹き出して肩を震わせた。

「冗談だ」

「千景さんが言うと……本気に聞こえます」

「そうか？」

　破りはしないさ、と嘘か本当かわからないようなことを呟きながら、千景の指先が真優の腿をなぞる。

　タイトスカートを徐々にたくし上げた千景は、どこか嬉しそうに彼女のブラウスにも手を掛けた。

「まずいな――これは、癖になりそうだ。オフィスという場所で秘書を抱く背徳感がたまらない」

「オ、オジサンくさいこと、言わないでくださいよ……十分恥ずかしいんですから」

　軽く上唇を舐めた千景が、上体を折りたたんで真優の首筋に自分の首元を擦りつけてくる。

「んっ……ぁ、くすぐ、ったい……」

「こうすると、お互いの香りが混ざり合う。『マイネリーベ』の零番は、今俺がつけているフレグランスと相性が良いんだ」

　千景が好む『サムライ・スカイ』という男性向けフレグランスは、アクア系の爽やかな香りのものだ。今真優がつけているシトラス系のフレグランスとの相性が良いのはわかっていたが、まさか晶はそれを狙っていたのだろうか。

「こうしていると――俺と真優が混ざり合っているような気がして、気分がいい」

　そういいながら、彼は更に体を密着させてくる。

　より濃密に混ざり合い、香りに対しての深みが増していくと、真優は自分の体がじんわりと熱くなるのを感じ始めた。

「ぁ――千景、さん。本当にくすぐったいです……ッ」

「くすぐったいだけか？　この前、ホワイトムスクの香りを嗅いだ時もそうだったが――あなたは本当に、俺の理性を揺さぶるのがうまい」

　ぞっとするほど凄艶な微笑みを向けられて、真優の内側がざわりとする。

　熱っぽく息を吐いた千景が自分のネクタイを緩め、そっと彼女のブラウスに手を掛ける――その瞬間、社長室の中にけたたましく電話のコール音が鳴り響いた。

「ッ……誰だ、こんな時に」

　心底忌々しげに舌打ちをした千景は、最初は電話に出なくてもいいと真優を制した。

　だが、先ほど伸明がやってきた時と同じように、なにか重要な来客が会ってもいけない。

　体を起こした真優は、衣服を整えてから真面目な表情で千景に向かいあった。

「来客の方だったらいけません。対応します」

　なにか言いたげだった千景も、さすがにそれ以上真優を止めることはなかった。

　小さく咳払いをしてから受話器を取ると、電話の向こうからはどこか焦ったような声が聞こえてくる。

「社長室、大城です。どうかしましたか？」

「大城さんにお客様です。秘書課を通そうと思ったんですが、とにかく早く大城さんに会わせろとのことで……」

「わたしに？　社長ではなくて？」

　社外の人間から真優個人に連絡が来ることはほとんどない。

　重役同士の会議で向こうの秘書から連絡があったとしても、前もって来訪を知らされることがほとんどだ。

「……わかりました。すぐに行きますので、そのままお待ちいただいてください」

「はい――ですが、大丈夫ですか？　社外の方のようですが……きゃっ」

　電話越しの声が、わずかに跳ねる。

　その後すぐに続いたのは、男性のものと思しき怒号だった。

　質の悪いクレーマーかと思ったが、そういう人間がわざわざ真優を指名してくることはないだろう。

「――すぐに向かうから、もう少しだけお待ちいただいて。社長室の大城が対応するとお伝えしていいから」

「は、はい。ありがとうございます……」

　怯えきった受付担当者の声を聞いて、真優は背筋に冷たいものが伝うのを感じていた。

　電話を切った真優は、急いで警備室に内線を繋いだ。

　事情を説明すると、確かに一階の受付カウンター付近に見慣れない来客があるという。

「わかりました……はい、わたしが応対しますので、もう少し様子を見ていただけますか？」

　不思議に思いながらもそう指示を出して、電話を切る。

　急いで一階に向かおうとドアを開けた真優に、背後から訝しげな表情を浮かべた千景が尋ねてきた。

「待て。真優、一体何があった？」

「受付からの入電だったのですが、わたしに会わせろという方がいらっしゃっているみたいで――なんだか様子がおかしいので、一度警備に連絡をしました」

「真優に会わせろ？　……俺にじゃなくてか」

　千景も不審そうな表情を浮かべるが、真優にも心当たりがない。

「とりあえず、一階に行ってきます」

「俺もついていく。秘書だけに用事があるわけがないだろう」

　そう言って千景が立ち上がろうとしたが、真優はふるふると首を横に振った。

「わたし個人への来客でしたら、千景さんの手を煩わせる必要はありません。きっと、飛び込みの営業かなにかでしょう。社長はアポイントがないと会えませんが、わたしならすぐに対応できますし……」

　もし本当にしつこい飛び込み営業だったら、警備に頼んで引きはがしてもらえばいいだけだ。

　自分でなんとかできる範囲なら、下手に千景の力を借りたくはなかった。

「わかった……だが、戻りが遅くなるようなら俺もすぐに向かう」

「わかりました――ありがとうございます、千景さん」

　急いでエレベーターを呼び一階に向かうと、確かに受付カウンターの側に誰かがいるようだった。

「お待たせいたしました、社長室の大城です。お客様、いかがなさいましたか」

　女性の、それもまだ二十代の秘書となると、相手が居丈高に接してくる場合も多い。

　できるだけ気持ちを落ち着かせ、硬質な声を相手にかける――すると、パッと顔を上げた男が聞き慣れた声で真優の名前を呼んできた。

「おっ、真優ちゃんおせぇよ。社長秘書ってそんなに忙しいわけ？」

「……良一」

　ひゅ、と喉が鳴って、背中を冷たいものが伝い落ちていく。

　よれよれの黒いジャケットを着た良一が、ポケットに手を突っ込んで受付のカウンター近くに立っていた。

「大城さん……あの」

「ごめんなさい。わたしの知り合いなの――ちょっと、なんで会社まで……」

　受付の担当者が不安そうな表情を浮かべるのを、真優は優しく宥めた。

「良一、ここは受付だから他のお客様もいらっしゃるわ。……こっちで話を聞くから、少しいいかしら」

　この場は自分がなんとかする――そう伝えて、良一を少し離れた位置まで連れていくと、彼はニヤニヤ笑いを浮かべながら後ろについてきた。

　テーブルと椅子が用意されたオープンスペースに良一を連れてくると、彼はぐるりと周囲を見回す。

「いやぁ、さっすが大企業の本社。受付も可愛い子が多いんだなぁ。社屋も綺麗だし、売り上げ好調って感じ？　真優もいい給料もらってんだろ、なぁ」

「……ちょっと、あんまり大きな声を出さないで。一体なにがあったの？」

　この前襲われかけた記憶も相まって、気を抜けば足が震えてしまいそうになる。

　だが、ここで弱いところを見せれば他の社員に不安を与えることになってしまうし、なにより良一に隙を見せることだけはしたくなかった。

　できるだけきつく良一を睨みつけると、彼はヘラヘラとした表情を見せて手のひらを向けてきた。

「十万、貸してくれよ。あー、いや……やっぱり、貸すのはナシ。毎月十万ずつ、俺の口座に振り込んでくんねぇ？」

「……はい？　どういうこと？」

「どういうこともこういうことも、そのままの意味だよ。この前勤めてた店、やっぱり俺には合わなかったみたいでさぁ。客ぶん殴ってクビになっちまったんだよ」

　良一の言っていることの意味が理解できず、真優の頭の中は疑問符でいっぱいになる。

　だが、そんな彼女にいやらしい笑みを向けたままで、良一はコツコツとテーブルを指で叩いた。

「だからさぁ、俺今ちょっと困ってるんだよね。優しい真優ちゃんなら俺のこと助けてくれないかなーって思って、会いに来たんだけど」

「前も言ったけど、もうあなたとわたしはなんの関係もないの。悪いけど、これからまた仕事に戻るから――帰ってちょうだい。それから、もう二度とわたしの前に現れないで」

　ふと視線を横に向けると、少し離れた位置から警備の人間がこちらを見つめている。

　このまま良一が引き下がってくれれば、彼らの出番もなく穏便に事態が収まるだろう。

「はぁ……なんだよ、新しい男ができたからって切り替え早すぎだろ」

　チッと舌打ちをした良一が、苛立ちを隠さずにバンッと机を叩いた。

　その音の大きさに、周りにいた来客や社員たちが一斉に真優の方に視線を向けてくる。

「ちょっと、良一！」

「知ってるんだぜ？　この前俺のことを脅してきた兄ちゃん――アレ、ここの社長だろ。今って執行役員クラスの人間は、会社のホームページでも見りゃ写真載ってるもんな？」

　確かに、千景の顔写真はミクリヤコーポレーションのホームページに掲載されている。

　だが、それだけで千景と真優が交際しているという話にはならないはずだ。

「確かに、この前わたしを助けてくれたのは弊社の社長です。でも、彼はあくまで偶然あの場所を通りかかっただけ――秘書のわたしが困っていたから声を掛けたって仰っていたわ」

「本当かよ？　ヒーローみたいに登場しちゃってさ、俺にはそうは見えなかったけどなぁ」

　ぐっと奥歯を噛みしめて良一を睨みつけると、彼は手持ちの鞄から白い封筒を取りだした。

　少し厚みのあるその封筒の中には、厚紙が入っているようだった。少しクシャクシャになったその封筒の中から、良一はもったいぶった手つきでその厚紙を取り出す。

「……なに、これ」

　封筒の中に入っていたのは、数枚の写真だった。

　明らかに隠し撮りだと思われる画角から撮られていたそれは、真優の自宅マンションを写し出している。

「コレ、お前のところの社長だろう？　なんでお前のマンションに、天下のミクリヤコーポレーションの社長が入っていってるんだよ」

　写真のほとんどは真優の自宅マンションだけを撮ったものだったが、そのうちの数枚には人影が映っている。

（もしかして、この前の光って――）

　心当たりがあるのは、この前千景を自宅に誘ったときだ。

　あの時ほんの一瞬だけ感じた光の正体――アレは、カメラのフラッシュだったのではないだろうか。

「と、盗撮じゃない！　こんなの――どうして、こんなこと……」

　一気に血の気が引いていくのを感じながら、自分の不手際を呪った。

　あの時、もう少しでも気がついていればよかった。千景にそのことを伝えたら、きっとこんなことになっていなかっただろう。

「ちょっと驚かせただけだろ？　でもなぁ、秘書が自分のところの社長を家に連れ込んだっていうのは――ちょっと問題だよな？」

　顔色をなくした真優に対して、良一が更に笑みを深めた。

　この写真で自分を脅そうとしているのか――その卑劣さに悔しさを感じながら、真優はぐっと唇を噛みしめる。

「金回りのいい男に乗りかえたんだろう？　社長秘書って、二人きりになることも多いんだろうし……なァ、真優。どうやってあんな優良物件を誘惑したのか教えてくれよ」

「ゆ、誘惑なんて……」

　そんなことはしていない、と言い切ることができないのは、あの日自分の意思で彼を自宅に招いたからだ。

　口ごもる真優に、良一が追い打ちを掛けるような言葉を告げる。

「この会社、なんか新しいブランド出るらしいじゃん？　そのタイミングで社長のスキャンダルなんて発覚したら、大変なことになるだろ」

「っ……この、卑怯者……！」

「なんとでも言っていいけどさぁ。まぁ、真優が俺に援助してくれるっていうなら、ちょっとは考えるけど」

　つまり、彼が撮ったこの写真を週刊誌などのマスコミにばらまかれたくなければ、金を用意しろということか。

　卑劣な行為に震える真優だったが、確かに今はミクリヤコーポレーションにとってとても重要な時期だ。

「俺はいいんだぜ？　どっちにしろこの写真を売ったらいい値段になるだろうしさぁ！」

　わざと声を張り上げる良一を止めようとするが、真優にはこれ以上どうしていいのかがわからなかった。

（一体、どうしたらいいの……）

　彼が言うとおりに金を渡せばいいのだろうか。だが、それでは良一の思う壷だ。

「――失礼、弊社の秘書になにかご用ですか」

「……は、しゃ、社長」

　焦りと不安で頭の中がいっぱいになっていた真優を救ったのは、どこか硬い響きを持った千景の声だった。

「あぁ、お久しぶりです社長さん。いやぁ、おたくの秘書さんとちょっとお話がありまして。アンタ、前に真優が自分の恋人って言ってたけど、どうなんですかね？　アレ――」

「……よく見れば、先日お会いしましたね。言葉そのままに、事実ですよ」

　それまで様子を見ていた警備の人間が動こうとしていたが、千景はそれを片手で制した。そして、椅子に腰掛ける良一のことを冷たい視線で見下ろしている。

　いい金づるが来た――そう言わんばかりの表情の良一は、彼の静かな怒りにはまだ気づいていないようだ。

「社長……」

「この会社は、社長が秘書を食うような会社なんですかねぇ」

「以前にも言ったが、彼女は俺の公私にわたるパートナーだ。仕事においては、非常に優秀な秘書であると思っている」

　ニヤニヤ笑いの良一は、自分が絶対的に優位な場所に立っていると確信している。

　だが、千景は普段のペースを崩さないまま、まっすぐに良一のことを見つめている。

「自信があるのはいいですけどねぇ、でも、こういう写真が出回っちまうと……なにかとまずいんじゃないですか？」

　そう言いながら、良一は先ほどの写真を千景の前にちらつかせた。

　そうすれば彼が慌てて自分の言うことを聞いてくれると思ったのだろう。真優の方も彼がどう良一に対応するのかがわからず、体を小さくしてその瞬間を待っていた。

「……あぁ、これか。この写真がなにか問題でも？」

　しかし、千景の口から出てきたのは冷静な言葉だった。

「あの、しゃ、社長？」

「先日あなたの家に行ったときのものだろう。もったいぶっているから、てっきり弊社商品についてのことかと思ったが――これならなんの問題もない」

　その言葉に絶句したのは、良一だけではない。

　スキャンダルめいた写真を一緒に撮られた真優自身も、千景の回答には驚きを隠せなかった。

「だが、俺の顔だけならまだしも大城の顔が映っているのは見過ごせませんね。メディアへの公表をお考えなら、まずは弊社広報部への連絡をしていただきたい。もし連絡先がわからないなら、俺がすぐに広報部長を呼びましょう」

「な――」

　千景の言い方はまるで、自分よりも真優が撮られたことが問題だと言っているようだった。

　さすがにその答えが返ってくるとは思わなかったのか、良一もぽかんとした表情を浮かべて千景のことを見つめている。

「大城は俺と違い、ミクリヤコーポレーションの社員です。彼女のプライバシーには十分気をつけていただきたい」

「ば、バカ言ってんじゃねぇっ！　こんな写真が世の中に出回ってみろ、ミクリヤコーポレーションの社長が、秘書のことを食ってるって宣言してるみたいなもんだろ！」

「下品な物言いに気をつけろ。女性の前だ」

「ッく……」

　我に帰った良一が声を荒げるが、千景は氷点下を想像させるような低い声で良一を叱責した。

　そのあまりの迫力に押し黙った良一を見て、千景は更に言葉を続ける。

「確かに俺は、この日この時間に彼女の家に向かった。その事実を隠してどうする？」

「社長、それ以上はさすがに――その、彼が言ったとおり、我が社は新作ブランドの設立を目前に控えています。今物事を荒げるわけには……」

　苛立ちを隠そうともしない千景に、思わず真優が声を掛けてしまった。

　良一のことを庇うのは癪に障るが、会社としても大事な時期に自分が原因で千景に迷惑を掛けたくはない。

　その一心で千景を止めようとする真優だったが、彼はあっけらかんとして首を振った。

「最早、隠し立てをする必要もないだろう」

　だが、千景は引き下がらなかった。

「彼女とは真剣な交際をさせてもらっているものでね。近いうちに公表しようと思っていたが、良い機会だ」

「えっ、あ、あの――千景さんっ！　そんなこと言って……」

「どうしてあなたが慌てる？　どのみち公にしなければならなかったことだ。本当はあなたの心の準備ができるまでと思っていたが――」

　そう言って、彼は真優の手を取って立ち上がらせると、その腰に腕を回した。

　ぐっと近くなるその距離と体温に胸が高鳴るが、今は千景の行動に照れている場合ではない。

「君が真優の前の恋人だと言うことは聞いている。もう元カレとは別れたと言っていたから、心置きなく真優を手に入れられたんだ」

　千景の声が、先ほどよりもずっと近くなる。

　あっと思った時には彼の秀麗な顔がすぐ側にあって、次の瞬間には唇に柔らかいものが押し当てられた。

「んんっ……！」

　キスをされているのだと気づいたときには、周囲の社員たちがどよめきを起こしていた。

　まさか自社の社長と秘書が付き合っていると思っている人間は、その場にはほとんどいないだろう。

「ッは、ぁっ……い、いきなりびっくりするじゃないですか、社長……！」

　思わず抗議の声を上げてしまったが、千景は真優に向かって悪戯っぽく笑うだけだ。恐らく、反省は全くしていない。

　真優から唇を離した彼は、唖然とする良一を一瞥すると短く息を吐いた。

「文句があるなら聞くが……その前に自分の行いを振り返ってみたらどうだ？」

「な、なんだと？」

「以前にも彼女の家の近くに現れていたが――君がしていることは執拗なつけ回しやストーカー行為だ。君に追いかけられた真優がどれだけ恐ろしい思いをしたか……彼女が俺の恋人である以上、法的手段に訴えることも考えている」

　千景の言葉に、今度は良一が気圧されはじめた。

　真優を追いかけ回したあの日のことは、恐らく街中の防犯カメラにも収められているだろう。

「先に言っておくが、ウチが抱えている弁護士は敏腕揃いだぞ？　そして俺は、お前が彼女を傷つけたことを許しはしない」

　吐き捨てるようにそう言った千景の気迫に、良一が完全に言葉を失った。ストーカー行為に真優に対する脅迫についても訴訟を起こされては、彼に勝ち目はない。

「どんな手段を使ってでも追い詰める。……その覚悟があるというのなら、その写真は好きにしてくれて構わん」

「っ……」

　なおもなにかを言いたげな良一だったが、千景の合図と共に警備の人間が数人やってきた。

　なにかを叫んでいる良一をロビーから引きずり出していく警備の人間は、千景と真優にそれぞれ頭を下げていった。

「警察には連絡してある。到着したら彼の身柄を引き渡そう――大丈夫か、真優」

「は、はい……あの、でも社長。いいんですか、あんな風に言ってしまって……」

「俺の恋人に恐喝まがいのことをしたんだ。あなたが望むなら、彼には然るべき罰は受けさせるつもりだ」

　千景は真優を落ち着かせるようにその肩を抱くと、ぽんとその場所を叩いた。

　良一に怪我などはさせられていないかと軽くチェックをした千景に、真優は歯切れの悪い言葉を返す。

　先ほど高らかに交際宣言をしてしまったが、自分たちはつい先ほど思いを確かめ合ったばかりだ。

「そのことも、そうですけど――あの、こ、恋人って……」

「なにか間違ったことを言ったか？　俺は先ほど、あなたからしっかりと愛の言葉を聞いたが」

　ニッと笑みを浮かべた千景に、一気に顔が熱くなる。

　まさか社長が会社のロビーで交際宣言をするとは思っていなかったのか、周囲は既に騒然としていた。

「間違っては、いないですけど――」

「それなら問題ないな。なんだったらここにいる全員……いや、全社員の前で宣言したって構わない」

「もう、またそんな冗談を……皆さんの前では、さすがに恥ずかしいです……！」

　そう言って、もう一度触れるだけのキスが降り注いでくる。

　唇の柔らかさとくすぐったさに身をよじった真優だったが、先ほどとは比べものにならない安心感と幸福感が彼女を包んでいた。

　――結局その後、良一には真優に対する接近禁止命令が出されることになった。

　真優はこれ以上千景の手を煩わせたくないと、訴訟の考えはないことを千景に伝えた。それを受けた千景本人も「真優にさえ近づかなければいい」とそれ以上の追及を行うことはなかった。

「またあの男が真優の前に現れたら、その時は本当に容赦しない。法的措置を講じて徹底的に追い詰めるか……そうだな、仕事が続かないと言っていたから良い仕事を斡旋しようか。できれば日本国内にほとんど帰ってこられないような仕事がいいな」

　真面目な顔でそう言った千景は、恐らく本気だったのだろう。

　その件では晶もかなり立腹していたようで、真優は御厨兄弟の怒りを宥めながら日々の業務に戻っていくことになるのだった。

















エピローグ












　夏が目前に迫ったある日、ミクリヤコーポレーションは新ブランドである『マイネリーベ』を発表した。

　それまで高級路線だった『アレグリア』の系譜を受け継ぎながらも、リーズナブルな価格帯で若い世代にも手に入りやすい『マイネリーベ』のシリーズ第一弾は、零番から八番までの九種類が展開されることになった。

　業界内外、また国外からも注目を集めたブランド展開は注目を集め、社長の千景は世界各国を飛び回ってそのプロモーションを行うこととなった。

　当然、秘書である真優もそれに従うことになるのだが――新ブランドの発表の場で千景は彼女との正式な婚約を発表した。

　仕事とプライベートで大きな発表が相次いだ二人の私生活はしばらく忙しかったが、発表から一ヶ月が経ってようやく周囲も落ち着きを取り戻してきたのだった。

　そして――ロサンゼルス出張から戻ってきた真優は、その日千景の家で一晩を過ごすことになった。

「ま、んぁっ……千景さんっ……待って、ください――ッあ、あっ」

　温くなったシーツが指先に絡んで、甘い香りが鼻先を掠めていく。

　昨夜の余韻もそのままに眠ってしまった真優は、同じく裸のままで眠っていたはずの婚約者の名前を切なく呼んだ。

「千景さ、んっ！　起きてるでしょ……！」

「ん――そんなに暴れなくてもいいだろう。昨日はあなたが限界だというから我慢をしたのに……」

　まだ足りない、と熱っぽい吐息を耳朶に吹きかけられて、真優はふるっと体を震わせた。昨夜――千景が住んでいるマンションで彼に料理を振る舞ったが、その後はお決まりのようにベッドになだれ込んでしまった。

　昨日の記憶を思い出すと羞恥で顔が熱くなってくるが、当の千景本人はどこ吹く風で再び真優の裸体をまさぐりはじめる。

「ンぁっ……あ、千景さんっ……だめっ……」

「どうして？　誰にも遠慮なんてする必要はない。しばらく出張で禁欲生活が続いた分、たっぷりとあなたを堪能させてくれないか」

　そんなことを言いながら、千景は背後から真優の胸を揉みしだく。

　しばらくその感触を楽しむようにやわやわと乳肉を揉み込んでいた指先が、徐々に先端を捏ねはじめた。

「ッあ、ぁん……ま、まだ朝ですっ！」

「時間の縛りが必要か？　俺は、今のあなたがほしい」

　昨夜遅くまで蕩かされていた真優の体には、まだ熱の余韻が残っている。

　軽く先端の蕾を刺激されると、甘く切ない痺れが下腹部の辺りから湧き上がってくるのが分かった。

「あ、ぁっ……だめ、それっ……ァ、ひっ……！」

　大きな手のひらに包まれ、形が変わるほど揉みしだかれた乳房の先端は、既に色づいてしこり始めている。

　朝から抱き潰されるつもりはない、と体をよじっても、鍛え上げられた千景の腕から逃れることはできない。それどころか、足の間に膝を割り込まれてしまった。

「ん、ふぅっ――ァ、あんっ！」

「こら、逃げるんじゃない」

　悪戯っぽい声でそう咎めてくる千景が、キュッと花蕾を弄う指先に力を込めた、すると、ピリッとした刺激が一気に背筋を駆け上がってくる。

「ひあぁっ！　ァ、やぁっ――あ、朝ご飯っ……作れなく、なっちゃいます……ッ」

「それなら後で俺が用意しよう。だから、なにも心配する必要はない」

　耳元で囁く千景の手が、徐々に胸から腰へ――そして、少しずつ潤みはじめた蜜壺へと伸ばされる。

　昨夜の残滓が残るその場所に浅く指を挿し込んだ彼は、確かめるように指の先を動かした。

「んっ、ァあっ……あ、千景さん……」

　いけないことだとわかっているのに、彼の手で与えられる快楽を知ってしまっている以上、それを振り切るのは至難の業だ。

　浅い場所をちゅぷちゅぷとかき混ぜる指先を奥へ誘おうと、淫らな膣肉が収斂する。

「ぁ、あ――やっ、ァ、きもち、いいの……ッ」

「うん。そうだな――入口付近だと、真優はこの辺りが感じるんだものな？」

　意地悪な指先がくぷりと音を立てる。

　それだけで、真優の腰は無意識に動いてしまっていた。

「あっ――ひぅ、ンっ！　ぁっ……」

　きゅうぅっ……と指先を締めつける蜜壺に、耳元で千景が笑う。

　いやらしいな、と低く囁かれて、真優は目尻が熱くなるのを感じた。

「真優のそういうところが好きなんだ。俺のことを離そうとしてくれない……ココも、もう良い具合かな？」

「きゃ、ぅんっ……！」

　ちゅぽ、と少し奥まで指を突き立てられて、真優は小さく悲鳴を上げた。

　先ほどからお尻の辺りに感じる、逞しい熱――それがなんであるのかを知覚して、つい口の中に唾液が溢れてきてしまう。

（ここで流されたら、本当にお昼まで動けなくなっちゃう……）

　前にも似たようなことがあった時は、休日を一日潰してしまったのだ。

　千景の出張で数日間家を空けていたので、そろそろ買い物に行かなければならないのだが……ここで彼を受け入れたら、今日の夕飯はレトルトのカレーになるだろう。

「だめ、ですっ……！　お買い物、いかなくちゃ……」

「あぁ、後で行こう」

　首筋に吸いついて軽く歯を立ててくる千景は、最初から真優を解放してくれる気はないらしい。

「あとでって、ァ、あぁぅっ！」

　ちゅっと項の辺りに唇を押し当てられたかと思うと、足の間に熱の塊が潜り込んでくる。

「んく、ぁっ……だめ、ですってばぁっ！」

「うん――」

　気のない返事をした千景は、ゆっくりと腰を動かして肉楔を真優の割れ目に擦りつけてくる。

　それだけで体がゾクゾクしてくるのを感じながら、真優は快楽に耐えようと彼の手をぎゅっと掴んだ。

「ンぁ、だめっ……なのにぃっ……」

「大丈夫だよ。今日はオフだし、誰も俺たちの邪魔をしようという人はいない」

　そう言うと、千景はふっと真優の体を抱き上げたかと思うと、彼女を俯せにするような形でベッドに転がした。

「昨日のアレだけじゃ、足りなかっただろう？」

「そんなこと――ァ、あぅっ」

　体の下にクッションを挟まれ、自分から千景の方にお尻を突き出すような体勢になってしまった。

　真優が抗議の声を上げようとすると、千景はそんな彼女をなだめるように背筋をなぞる。

「んんっ……」

「真優、愛してる。最近は忙しくて、二人きりでいられる時間も限られていたから――」

　出張中は仕事であるとして、ホテルの中でも一緒の部屋にいることはなかった。真優も、彼との婚約が決まってからその辺の線引きはしっかりしたいと申し出たのだ。

　だが――そのせいもあって、こうして出張から帰ると一日動けなくなるほどに愛されてしまう。

「ぁ、あっ……千景さんっ……」

　熱い先端で蜜口をなぞる千景に、もう真優は抗えなかった。

　何度も愛され、蕩かされた体は、隠しきれないほどに愛しい人を欲してしまっている。

「挿入れるよ、真優」

「ンっ――」

　くぷぅっ……とゆっくり突き立てられた雄茎が、蜜に濡れた隘路を押し広げていく。

　その感覚だけでも達してしまいそうになった真優だったが、息を詰めて挿入の圧迫感に耐えた。

「あぁぅっ、ン、んぅっ……」

　いきなり深い場所まで楔を突き立てられ、体が跳ね上がるほどの喜悦が襲いかかってくる。
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　後ろから突き上げられたことで、普段とはまた違った角度から悦い場所が刺激されるのだ。

「ッあっ……ァ、あんっ！　そ、こぉっ……きもち、いいのっ……」

「あぁ――あなたが弱いところを、全部教えてくれ。もっと、もっと……」

　かすかに声を震えさせながら、千景は無遠慮に最奥を穿ってくる。

　奥まった窄まりを何度も突き上げられた真優は、暴力的なほどの快楽に浸りながら必死で彼の名前を呼んだ。

「ちか、げっ……さんっ……！　ぁっ、あ、それっ……ッあ、あっ」

「ッ――真優っ……！」

　甘美な責め苦はそれからも続き、結局真優は朝の時間をベッドの中で過ごすこととなってしまった。






　＊






「……なぁ、真優？　さすがにやり過ぎたとは思っているし――その、買い物は明日俺一人で行ってくる。だから……」

「もう、やめてくださいって何度も言ったじゃないですか……千景さんはいつもやり過ぎるんです」

　結局、真優が体を動かせるようになる頃には正午を過ぎてしまった。

　数日家を空けていたので千景の部屋にはレトルト食品くらいしか備蓄がないので、これから買い物に行かなければならない。

　ようやく着替えて身支度を調えた真優は、ムッとした表情で千景の方を見た。

「本当に悪かったって……次からはできるだけ、気をつけたいと思う」

　心底申し訳なさそうにうなだれる千景は、先ほどから真優に謝りっぱなしだ。

　普段は自分をしっかりと律している彼にここまで申し訳なさそうにされると、真優もどんどん彼が可哀想になってくる。

「仕方がないですね……じゃあ、お昼はどこかに食べに行きましょう。それから二人で買い物をしに行くってことでどうですか？」

「……許してくれるのか」

「そんなにしょぼくれられたら、許すしかないじゃないですか」

　小さく笑うと、真優は両手で千景の頬に触れた。

　普段のスーツ姿ではなく、白いシャツとジーンズ姿の千景は、真優のその厚意に安堵の息を漏らした。

「じゃ、じゃあ――この辺りに、行ってみたいと思っていたカフェがあるんだ。女性客が多くて、俺一人じゃなかなか敷居が高くてな」

「そうですね――じゃあ、そこに行きましょうか」

「ハニートーストが絶品と聞いた。それと、時間限定のスペシャルメニューもあるそうだ」

　嬉々とした表情でそう語る千景に、真優もまた笑みをこぼす。

　婚約が決まってから、彼は自身の甘い物好きを隠さなくなっていた。

「――そうだ、真優」

「どうしました、千景さん」

　出かける準備を整えると、千景がもったいぶったような咳払いを何度か繰り返した。

　どうしたのかと首を傾げると、彼は柔らかい表情を浮かべる。

「手を、繋いでもいいだろうか」

　そっと差し出された千景の手に、真優が自分のそれを重ねる。

「はい……エスコート、よろしくお願いします」

　昼下がりの部屋の中で、二人はそうして笑い合うのだった。
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